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研究者総覧 .





新潟国際情報大学の陌牙究者総覧」(2009)について

本学は、「国際的視野をもった国際化、情報化さ

れたわが国社会で役に立つ人物を育成する」を建学

の目的に設立されて、本年で16年目を迎えました。

この間、着実に建学の目的に向かって歩んで参りま

した。

本学は、この目的を果たすため情報文化学部の下

に情報文化学科と情報システム学科の2学科を設置

し、二つの学科において建学の目標達成を図ってい

ます。両学科とも分野は異なりますが、少人数によ

る実践的教育、語学教育の徹底、人問性豊かな人材

の育成を共通の理念にしながら努めています。

こうした教育理念を実現するため、本学ではそれ

にふさわしい教員とそれをサポートする職員が集

まって、力をあわせて研究と教育に専念しています。

そのため、教員には情報システム学科に企業出身者

が、情報文化学科に米国、中国、韓国、ロシア等海

外出身の教員が多いのが特徴です。総合大学ではな

い本学では、逆にその特性を生かして国際化ど情報

化をキーワードとする研究テーマに絞って、ユニー

クかつ実践的研究を行っています。

またこうした教員の地域ヘの貢献も図ろうと、新

潟市内の中心部にあります新潟中央キャンパスに工

クステンションセンターを設置し、市民の皆様等に

生涯学習講座を開設、講師の一部を務めています。

この「研究者総覧」はこうした本学の教員を多く

の方々に知って頂き、その知的財産としての知識や

研究成果が幅広く地域で役立ちますことを願って、

まとめたものであります。本学の職員、学生にとど

まらず他大学、高等学校関係者、企業、行政関係者

など多くの方々から本学の教員を知り、活用頂たい

と願っております。

総覧をお送りし、本学の教育研究者をご紹介申し

ますとともに、この総覧がこうした初期の目的を果

たすことが出来ますことを切に願っております。

平山征夫

2009年4月

新潟国際情報大学長
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凡例

収録内容

平成21年4月1日現在で本学に在職する専任の教員律財受,准
教授,講師並ぴにインストラクター)を収録し,記載事項{こついては,

平成21年4月1日現在のものとした。

所属学会
その他

掲載順

学長並ぴに本学を構成する教員を学科毎に掲載し,その所属でと

{こ教授,准教授,講師,インストラクターの順とした。

掲載事項

フりガナローマ字を付記。

男・女の別を記載。

西暦で記載。

現在の職名及ぴ()書きで就任年月を記載。

学部長,学科長にあっては,その職名を記載。
Eメール(電子メール)アドレスを記載。

大学等及ぴ大学院を記載。なお.大学院博士課程

の単位取得満期退学も記載。

学位名,授与大学名,取得年月を記載。

職名,在職期間を併記。(間近の経歴を含む。)

主要な経歴学術に関する受賞状況について,賞の

名称,受賞年月を記載。

現在の研究テーマについて記載。

過去に発行した著書・学術論文のうちから主なも
のをその題名,発行年月,誌名・発行所を記載。

主なものを記載。

所属する委員会や研究会等,特記すべき專頁を記載。

連絡方法

学
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目次

学長

情報文化学科

臼井陽一郎

匪建英

小澤治子

越智敏夫

小山田紀子

佐々木寛

澤国

申銀珠

5

8

グレゴリーハドリー

10

アレクサンドルプラーソル

11

安藤潤

12

首晨毛1〒!卓1

13

小林元裕

情報システム学科

14

長坂格

15

矢口裕子

16

吉澤文寿

17

池田嘉郎

18

ポールナダスディ

19

マイケルルディック

20

21

大竹康夫

22

岸野清孝

23

桑原悟

24

近藤進

25

笹川壽昭

26

白井健二

27

高木義和

28

竹並輝之

29

槻木公一

30

藤瀬武彦

32

山口直人

33

石井忠夫

34

石川洋

35

大野富彦

36

小野陽子

37

ノ」X宮山智志

38

佐々木桐子

39

二瀬由理

40

吉田博

41

大山毅

42

河原和好

43

中田豊久

44

山下功

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

晋一

正樹呑
同高
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ヒラヤマ

平山征夫 H旧AYAMA lkuo

男

19"年7月21日生

学長(2008年4月)

E・mail: hirayama@nuis.ac.jp

1967年横浜国立大学経済学部経済学科卒業

円67年4月日本銀行入行

円85年村月ガ総務局広報課長

円釘年7月ノノ電算情報局総務課長

1988年5月ガ新潟支店長

円92年5月ガ仙台支店長

円92年10月新潟県知事就任

相96年10月ガ 再任

2000年10月ガ
^、己己

廻去

退任2004年10月ガ

2005年4月国立大学法人・長岡技術科学大学特任教授就任

退任2008年3月 が

2008年4月新潟国際情報大学長就任

学長

イクオ

イ
ー
,
リ
四
、
ー
、
剖

、1

歴
歴

,
、
.
」
一

1
"

f
.
メ
"
"
詩

氏
性

生
職
連
学
職



研究分野 実践から見た地域経営・地域政策地方自治の課題とあり方

企業の社会的役割など実践的企業論組織の安全管理の課題

地域経済としての産業・地域金融

原子力発電等エネルギー立地論地球環境と共生問題

東アジア(特に北東アジア経済圏問題)経済論

ーこれらテーマについて、行政の首長経験を踏まえた実践的な有効な政策立案

を目指した研究を志向

主要業績

そ

①呼"よこんな知事になりたかった」伸"日新聞出版社)

②「平成大合併新潟県の軌跡」(共著)(社・新潟県自治研修センター新

潟日報事業社)など

ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所名誉博士の 他

6
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文柁撃科
臼井陽一郎

匪建英

小澤治子

越智敏夫

小山田紀子

佐々木寛

晋一澤口

申銀珠

グレゴリーハドリー

アレクサンドルプラーソル

安藤潤

首晨毛1〒』卓1

小林元裕

長坂格

矢口裕子

吉澤文寿

池田嘉郎

ボールナダスディ

マイケルルディック
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臼井陽一郎 USUIYoichiro

男

円65年8月相日生

教授(2005年4月)

E・mail: usui@nuis.ac.jp

円89年早稲田大学社会科学部卒業

円92年早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了

円95年早稲田大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学

修士(早稲田大学経済学研究科)、 MAbyresearch (リーズ大学法学部)
円94~1996年早稲田大学社会科学部助手

EU政治、 EU環境政策。

ヨウイチロウ

位

①(共著)『東アジア共同体憲章案:実現可能な未来をひらく論議のために』

昭和堂、 2008年。

②(共著)『国際機構』(庄司克宏編著)岩波書店、 2006年。

③(共著)ルU研究の新地平:前例なき政体ヘの接近』(中村民雄編著)ミネ
ルヴァ書房、 2005年。

④(共著)『アクセス地域研究Ⅱ:先進デモクラシーの再構築』(ノ」U1侑美・岩崎

正洋編著)日本経済評論社、 2004年。

⑤(共著)『建るコミュニティ:哲学と社会科学の対話』(田村正勝編著)文眞

堂、 2003年。

⑥(共著)『世界システムのゆらざの構造:EU・東アジア・世界経済』(田村正
勝編著)早稲田大学出版部、1998年。

W

①「EUの持続性戦略と欧州統合の行方」『日本EU学会年ま別第29号、2009年。

②'The Democratic Quality of s0什 Governance in the Eu sustainable

Development strategy : A Deliberative Deficit'. Joumal of European
Integra力bn'>01.29:5, PP.619-633, December 2007.

③'An Evolving path of Regionalism : The construction of an Environmental

Acquis in the EEc and ASEAN'.1n T.Nakamura ed.,7he Dynamics of East
Asia RegionaガSm comparaガVe perseCガVe. 1SS Research series

NO.24,2007, PP,31-66.

④「気候変動問題の構成と国際共同行動の展開:気候変動レジーム・国連環境

計画・欧州連合(1)(2)(3)」『慶應法学』第5・6・8号、 2006 / 07年。

⑤'丁he Roles of soft Lavv in EU Environmental Governance: An lnterface

between Lavvand politics'.『日本EU学会年幸別第26号、 2006年。

⑥'soft Governance in the Eu climate change strategy .畔斤潟国際情報大学
情報文化学部紀要』第9号、 2006年。

⑦'The principle of Environmenta11ntegration in the European union: From a
Discursive constructivism'.畔吊易国際盾報大学情報文化学部紀要』第8

号、 2005年。

⑧'Evolving Environmental Norms in the European union'. European l_aw
Joumal,>01.9:1,2003.

⑨「EUの特異性と規範の進化」『社会科学研究』(東京大学社会科学研究所)

第54巻・第1号、 2003年。

⑩「EC 環境レジームの形成と欧艸1司法裁判所の役割:社会構成主義(social

ConstructiⅥSm)の観点から」緜呈済社会学会年幸別第24号、 2002年。

⑪'Norm Evolution in EC EnⅥronmental Law'. conSガtU力bnaljsm web papers

(conWξB).NO.1 / 2002.

UACES (英国EU学会)、 EUSA (米国EU学会)、日本EU学会、比較政治学会所属学会
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歴

ケンエイ

女

1955年10月27日生

教授 0998年4月)

E・mail: OU@nuis.ac.jp

円82年広州外国語大学日本言語文学科卒業

円84年北京師範大学歴史学系修士課程卒業(文学修士)

円93年東京大学大学院博士課程修了

博士(学術、東京大学、円船年3月)

円84~円93年(中国)晝南大学歴史学部専任講師

円88~1995年学習院大学文学部兼任講師

円93~円94年東京大学教養学部客員研究員

円94~円97年新潟国際情報大学助教授

中国の民主化と多民族社会。中国は発展途上国として、また多民族国家として

様々な苦悩を抱えている。私は主として、近代中国の民主化と民族のあり方に

関する思想や論理の変化を解明し、これによって、現代中国社会のあり方を規

定する諸要因を把握したい。その手がかりとして研究している中国の思想家は厳

復である。また、比較研究という視点から、福沢諭吉の思想をはじめ日本近代

思想を研究している。同時に、グローバリゼーションにおける中国の思想や論理

の変遷にも注目していきたい。

建英 OU Jianying

研究分野

主要業績

①『日本的市民社会』(監修)俳斤世紀出版社栂92年)

②『福澤諭吉与日本近代化』原著者・丸山真男(編集・翻訳)(学林出版社
円92年)

③『近代日本と東アジア』(共著)(筑摩書房 1995年)

④『日本立憲政治の形成と変質』(共著)(吉川弘文館2005年)

論文

①「中国における福沢諭吉理解」(日本歴史学会編日本歴史円92年2月号)
②「福沢諭吉研究と丸山眞男」(みすず書房みすず円92年相月号)
③「励みと悲しみ^近代中国と日本」(岩波書店世界 1995年3月号)

④「丸山真男における国民国家と永久革命」(歴史学研究会編歴史学研究

1998年3月号)

⑤「厳復の政治学における国家理論」(慶應義塾福沢研究センター近代田本
研究第17巻)

⑥「厳復の老荘注釈における意味」(慶應義塾福沢研究センター近代日本研

究第18巻)

⑦「異文化の衝突と融合一中国近代文化に関する厳復の模索」(棄斤潟国際情報

大学情報文化学部紀要第6号2003年3月)

⑧「厳複とモンテスキュー:『仁政』の転回と政治的自由」(専修大学歴史学セ
ンター年報『フランス革命と日本・アジアの近代化』第4号2007年)

⑨「清末の胖動剣論とナショナル・アイデンティティ」(『新潟国際情報大学

情報文化学部紀要』第円号2007年)

⑩「中国のナショナリズム形成一日清戦争後の移り変わりと辛亥革命一」
(『新潟国際情報大学情報文化学部紀要』第12号2009年)

中国社会文化学会・アジア政経学会・政治思想学会

中国・中国日本史学会(理事)
アメリカ・ American p01辻ical science Association

円86年に東京大学大学院で近代日本思想を研究するため忙来日。以後同大学院

で研突するかたわら、学習院大学で兼任講師をつとめ、また慶應義塾福沢研究

センター、東京大学教養学部の客員研究員を兼務した。

れ
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名

別

月日

名

方法

歴

オザワ

小澤治子 OZAVVA Haruko

女

1956年4月27日生

教授臼999年4月)

E・mail: haruko@nuis.ac.jp

円79年上智大学外国語学部ロシア語学科卒業

円86年慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程単位取得満期退学

博士 6去学)(慶應義塾大学、 2000年3月)

日本国際問題研究所ロシア研究センター研究員

円鮖年新潟国際情報大学助教授

主な研究分野は、20世紀の日ソ・田口関係の歴史を東アジアの国際関係の中で

考察することである。特に1917年のロシア革命、また第2次世界大戦、さらに

はペレストロイカからソ連解体にいたる時期に関心をもって研究を進めてきた。

ハルコ

ネ

研究分野
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主要業績

①『ロシアの対外政策とアジア太平洋一脱イデオロギーの検Ξ到(単著)(有信

堂、 2000年)

②『日本の岐路と松岡外交一栂40~41年一』(共著)(南窓社、円93年)

③『アジアの中の日本と中国一友好と摩擦の現代史』(共著)(山川出版社、

円95年)

④『東アジアのロシア』(共著)(慶應義塾大学出版会、 2004年)

調文

①「ソビエト政権初期の対日政策(1917.11~円21.8)一対米政策との関連で」

(慶應義塾大学法学研究会法学研究第63巻第2号、1990年2月)

②「ゴルバチョフ政権と田米関係一安保条約容認をめぐる対日政策形成機構

の認識を中心に」(ソ連研究第11号、相90年10月)

③「ソ連における日本軍国主義観ーブレジネフからゴルバチョフヘー」

(外交時報第1276号、円剖年3月)

④「真珠湾とソ連外交一円41年日本をめぐる米ソ関係」(軍事史学第27巻第

2・3合併号、 19創年12月)

⑤「ワシントン会議とソビエト外交一極東共和国の役割を中Dに」(政治経済

史学第307号、円92年1月)

⑥「アメリカ国務省の対ソ認識 a917.れ~1918.フ)一駐ロシア大使フランス

の役割を中心に」(慶應義塾大学法学研究会法学研究第66巻第2号,円船年

2月)

⑦「モスクワと極東、アジア・太平洋ーロシアの対外政策路線の一考察」

(外交時報第1302号、円93年10月)

⑧「ペレストロイカとソ連のアジア太平洋観」(ロシア研究第18号,1994年4月)

⑨「冷戦構造崩壊後のロシアの対外政策一中東欧の位置づけを主軸に」

(慶應義塾大学法学研究会法学研究第67巻第12号、円94年12月)

⑩「NAT0拡大問題とCISーロシアの対外政策における位置づけー」

(棄吊易国際情報大学情報文化学部紀要第1号、円98年3月)

⑪「ロシアの対外政策における中国一戦略的パートナーシップの限界一』

俳邱方衛論集第25巻第4号、1998年3月)

⑫「APEC加盟問題とロシアーアジア大平洋国際経済協力体制におけるロシア

極東」 6毎外事情第46巻第9号円98年9月)

⑬「NAT0の東方拡大とロシアーロシアにおける国家安全保障観との関連

でー」俳斤潟国際情報大学情報文化学部紀要第4号、 2001年3月)

⑭「ロシアの外交戦略と米国のユニラテラリズムーイラク戦争をめぐる米口
関係を中心にー」(ロシア・東欧研究第33号、 2005年9月)

ロシア東欧学会・田本国際政治学会・アジア政経学会・軍事史学会

ロシア史研究会

,

所属学会
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醒

オチ

越智敏夫 OCHIToshio

男

1961年7月7日生

教授(2006年4月)・情報文化学科長

E・mail: tochi@nuis.ac.jp

相86年立教大学法学部卒業

円92年慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程単位取得満期退学
法学修士(慶應義塾大学政治学専攻、円訟年3月)
1992~円94年立教大学法学部助手

円94~1996年シカゴ大学客員研究員

1996年新潟国際情報大学専任講師

2002 ~2003年ニューヨーク大学招聽研究員

現代政治理論、アメリカ政治論。

現代政治理論の発展と市民社会・政治文化の関連の研究。主にアメリカ合衆国
を中心にした先進資本主義諸国における政治的理念の展開を現実政治との関係
のなかで考察する。国民国家を中心概念とした一元的な政治統合の態様を批判
的に検討し、その代替物の可能性を政治理論的課題として考えたい。またその
議論の前提としておきたいのは、目の前にある政治制度や政治体制は所与のも
のとして存在しているのではなく、それらはあくまでも変革可能な「状況」論理
のもとに置かれているということである。

トシオ

13

研究分野

主要業績

①『現場としての政治学』(共著、日本経済評論社、 2007年)
②『東アジアく共生>の条件』(共著、世織書房、 2006年)
③『現代市民政治論』(共著、世織書房、 2003年)
④『講座政治学第一巻・政治理論』(共著、Ξ嶺書房、1999年)
⑤『グローバル・デモクラシーの政治空間』(共著、東信堂、1997年)
論文

①「アメリカ国家思想の文化的側面:その政府不信と体制信仰について」
(政治思想研究、第7号、 2007年)

②「市民文化論の統合的機能:アメリカ社会の『自己正当化』について」
俳吊易国際情報大学情報文化学部紀要、第9号、 2006年)

③"Erasing Memories,preserving Memories: political Meanings of p011Ution
and Antゆ011Ution Movements in cold war Japan," JoumalofpaciガCAsia,
V01.12,2005

④「フィクションに見る市民の司法参加」 6去学セミナー増刊C釦Sa第3号、
2002年)

⑤「司法制度改革の政治的意義」綱刊司法改革第20号、 2001年)
⑥「アメリカ合衆国におけるマイノリティ文化の人為的形成」(地域文化研究

第4号、 2000年)

日本政治学会

日本アメリカ学会

American political sclence Association

正女シ台居{先貝学!会t

地域文化学会

所属学会
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オヤマタ

小山田紀子 OYAMADA Noriko

女

円53年力月27日生

教授(2005年4月)

E・mail: oyamada@nuis.ac.jp

相78年津田塾大学学芸学部国際関係学科卒業

1984年津田塾大学大学院国際関係学研究科博士課程単位取得満期退学

国際学修士 6聿田塾大学、円81年)

円釘~円89年日本学術振興会特別研究員

1987~ 1991年神奈j11大学外国語学部・法学部非常勤講師

円92~2005年吉備国際大学社会学部専任講師・助教授(円95年~)

マグレブ近現代史。北西アフり力のマグレブ(狭義には、チュニジア・アルジエ
リア・モロッヨの旧フランス植民地をさす西方アラブ圏諸国)の地域研究を行っ

てきた。とりわけアルジエリアのフランス植民地化の歴史と脱植民地化の問題

を研究対象としている。

ノリヨ

研究分野

主要業績

①『アルジェリアを知るための62章』(共著)(2009年、明石書店)
②『イスラーム研究ハンドブック』(共著) a995年、栄光教育文化研究所)

③『イスラーム事典』(共著)(2002年、岩波書店)
④『マグリブへの招待一北アフり力の社会と文化』(共著)(2008年3月、大

学図書出版)

「
,

①「フランス植民地化前アルジェリアの土地制度」『国際関係学研究』第8号、

津田塾大学、1982年3月

②「独立後のチュニジアにおける農業政策の展開」『国際関係研究所幸別第17
号、津田塾大学、円部年3月

③「独立戦争前夜のアルジェリアにおける農業構造一相50・51年農業セサス
分析に基づく試論一」『国際関係学研究』 NO.12別冊、1986年3月

④「植民地アルジェリアにおける行政町村の形成」『歴史学研究』第633号、
青木書店、円92年6月

⑤「19世紀初頭の地中海と"アルジェリア危機"ートルコ政権崩壊の過程に関
する一考察一」『歴史学研究』第692号、円96年桧月

⑥「アルジェリアにおける帽63年元老院決議(土地法)の適用と農村社会の
再編一植民地行政町村の形成をめぐってー」『国際社会学研究所紀要』

第8号、 20側年3月

⑦「幕末日本のフランス公使レオン・ロッシュの生涯(覚書) フランス

マグレブ・田本をつなぐ人物像一」『人問と社会一知識人の時代批判』

吉備国際大学社会学部共同研究成果報告書、2003年3月

⑧「『アルジェリア社会主義農業の構造改革』再考一円80年代のティアレッ
ト県トゥニエ・テル・ハアド郡における生産組織の再編成をめぐってー」『吉
備国際大学社会学部研究紀要』第叫号、2004年3月

⑨「アルジェ1ノアにおける1873年ワルニエ法と私的士地所有権の成立」『国際

関係学研究』第31号、津田塾大学、 2005年3月

⑩「アルジェリア独立戦争と農村社会の変動住民再編成の政策をめぐってー」
『吉備国際大学社会学部研究紀要』第巧号、 2005年3月

⑪「アルジェリア『内単戈』の傷跡一2005年春の旅からー」津田塾大学『国
際関係研究所ま別第41号、 2006年桧月

⑫「Mediterranean povvers and the 'Algerian crisis' at the Beginning ofthe

円thcentUⅣ」『上智アジア学』第24号、 2006年12月
⑬「人の移動からみるフランス・アンジτりア関係史一脱植民地化と『引揚者』

を中心にー」『歴史学研究』 N0846,2008年10月

日本中東学会、日本アフり力学会、歴史学研究会、田本社会学会所属学会
14
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名
ササキ

佐々木寛 SASAKIHiroshi

男

円66年6月29日生

教授(2008年4月)

E・ma11: shiroshi@nuis.ac.jp

円90年立教大学法学部卒業

円96年中央大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得退学

法学修士(中央大学、円93年3月)

円96年~1998年立教大学法学部助手

1998年~2000年日本学術振興会特別研究員(PD)・中央大学法学部兼任講師

2000年~20船年新潟国際情報大学情報文化学部専任講師

2003年~2008年同大学准教授

2008年~2009年カルフォルニア大学バークレー校客員研究員

「グローバル・デモクラシーけ也球民主主義)」の理論的研究

国境を越える社会運動およぴNG0の政治学的分析

東アジアの安全保障問題をめぐる理論的・実証的研究

現代戦争論

著書・論文・その他

①「J.ガルトゥング平和理論の生成と展開一平和研究の新次元」『大学院研究
年ま別第23号(中央大学)1994年2月

②「平和研究の理論的地平一21世紀の平和秩序を求めて」『平和研究』第20
号(日本平和学会)1996年6月

③「『グローバル・デモクラシー』論の構成とその課題一 D.ヘルドの理論を
めぐって」『立教法学』第48号(立教大学)1998年2月

④「『地球社会』と民主主義原理一『オタワプロセス』を考える」『立教法学』
第55号(立教大学)2000年4月

⑤「グローバルな『全体主義』と畔斤しい戦争』」『歴史地理教育』第612号
2000年8月

⑥『平和研究第26号一新世紀の平和研究』(早稲田大学出版音田(編著)
20側年れ月

⑦「Atom、politics in East Asia : Tovvards a Border・1ess Democracy」例青幸艮文イヒ
学部紀要』第5号俳吊易国際情報大学) 2002年3月

⑧「世界政治と市民一現代コスモポリタニズムの位オ則高畠通敏編『現代市
民政治論』(世織書房) 2003年2月

⑨「イラク戦争と『安全保障』概念の基層」古城利明編『世界システムとヨー
ロッパ』(中央大学出版音の 2005年3月

⑩『東アジア安全保障の新展開』(明石書店)(共編著)2005年4月
⑪「『戦争』を再考する」岡本三夫・横山正樹編『平和学のアジエンダ』 6去律

文化社) 2005年5月

⑫『東アジアく共生>の条件』(世織書房)(編著) 2006年3月
⑬「『平和』と『コミュニティ』ーグローバル化時代の『暴力』を越えて」宮

島喬・五十嵐暁郎編『平和とコミュニティー平和研究の新次元』(明石書店)
2007年9月

⑭ M.ウォルッアー『グローバルな市民社会ヘ向かって』(日本経済評論社)
(共訳) 2001年円月

⑮ D.ヘルド『デモクラシーと世界秩序』(NIT出版)(共訳) 2002年12月
など。⑯ P.ハースト弾だ争と権力』(岩波書店)(単訳書) 2009年2月

日本国際政治学会(将来構想委員)

田本平和学会 q里事)

日本政治学会

ヒロシ

歴

所属学会

研究分野

主要業績
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名澤口 SAVVAGUCHl shin・ichi

別男

円59年2月10日生

教授(2005年4月)

絡方 j去 E・mail:savvashin@nuis.ac.jp

歴円船年明治大学文学部史学地理学科地理学専攻卒業

円92年明治大学大学院文学研究科地理学専攻博士後期課程単位取得

位博士仕也理学)明治大学、 2001年3月

歴 1990~1992年日本学術振興会特別研究員

1992~1996年明治大学文学部・国士舘大学文学部非常勤講師

1994~円96年東海大学文学部非常勤講師

1996年新潟国際情報大学専任講師

研究分野①高緯度極地と中緯度高山山地における地形プロセスの比較研究。

②氷河・周氷河地形に基づく氷期の古環境復元。

主要業績著書

①『山に学ぶ一歩いて観て考える山の自然』(編著)古今書院(2005年)
②『日本の地形3 東北』(分担執筆)東京大学出版会(2005年)

③『改訂砂防用語集』(分担執筆)砂防学会(2004年)

④『百名山の自然学』(分担執筆)古今書院(2002年)

⑤『山名・用語辞典』(分担執筆)山と渓谷社(1998年)

⑥『第四紀露頭集一日本のテフラ』(分担執筆)(日本第四紀学会円96年)

⑦『世界の山々』(分担執筆)(古今書院 1995年)

⑧『山の自然学入門』(分担執筆)(古今書院円92年)

論文

①「北上川上流域における周氷河インボリューション形成の年代」(季刊地理学

58-4.2007年)

②「南アルプス大聖寺平の大型ソリフラクションローブ」増澤弘武編『南アル
プスの自然』所収.2007年、静岡県

③「present・day periglacial Environments in centralspitsbergen、 svalbard」
(Geographical Revlevv of Japan、フフ-5.2004年)

④「北極圏カナダ、エルズミア島オーブロイヤー湾地域における第四紀後期の

氷河作用」(駿台史学.123号2004年)

⑤「H010cene Glacial Advances in Koryto Glaci飢 Kamchatka Russia」

(CⅣOspherlc studies in Kamchatka Ⅱ 1999年)
⑥「スピッツベルゲン、ニューオールスンにおける地温観測」(地学雑誌107・

5円98年)

⑦「北上山地における周氷河性斜面物質移動と凍上に関する野外実験」(地形

円・3 1998年)

所属学会日本地理学会

日本第四紀学会

東北地理学会

東京地学協会

その他・円90~円92年およぴ円94年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担

者として北極圏スバルバール諸島調査

1997年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担者として、カムチャツカ

半島調査

2001,2002年夏期、文部省科学研究費海外学術調査研究分担者として、カナタ
北極圏エルズミア島、アクセルハイベルグ島調査。
2004年、アラスカ大学フェアバンクス校客員研究員

サワグチ
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顎

シン

申銀珠 SHINEunju
女

1958年3月4日生

教授(2006年4月)

E・mail: shin@nuis.ac.jp

韓国外国語大学及ぴ大学院(修士課程)修了後、

お茶の水女子大学大学院人文科学研究科及ぴ人間文化研究科修了

博士(人文科学、お茶の水女子大学、1995年3月)

日本学術振興会外国人特別研究員、

名古屋大学言語文化部非常勤講師 a998.4~2001.3)

韓国近代文学形成期における日本からの影響及ぴ日韓近代文学の関連様相につ

いて。特に、田本統治期の朝鮮を描いた韓国と日本の文学作品及ぴ<在日文学>

について研究を進めている。

論文

①陣阜国近代文学の中の日本文学一『創造』『廃埴』の翻訳詩を中心としてー」

(単著)『人間文化研究年幸別第16号(お茶の水女子大学、円93.2)

②「朱耀翰と川路柳虹」(単著)『淵叢』第2号(淵叢の会、19船.3)

③「く朝鮮>から見た中野重治一植民地知識人の自画像を求めてー」(単著)
『国際日本文学研究集会会議録』第17回(国文学研究資料館、円94,10)

④「韓国における高橋新吉」(単著)

『国文』第82号(お茶の水女子大学国語国文学会、1995.D

⑤除又述の真偽からみた『地獄変』の世界」(単著)(韓国語)

『田語日文学研究』第28輯伸阜国田語日文学会、1996.6)

⑥「中野重治と韓国プロレタリア文学運動一林和、李北満との関係を中心としてー」

(単著)旧本研究』第桧号(韓国外国語大学校日本研究所、1998.2)(韓国語)

⑦「日本統治期の韓国人作家と日本語」(単著)

『日本近代文学』第63集(田本近代文学会、 2000.10)

⑧「『雨の降る品川駅』・中野重治・『五勺の酒』一民力矣民族問題をめぐってー」

(単著)『淵叢』第10号(淵叢の会、 2001.8)

⑨「中野重治、詩的精神の憤怒の行方一く君らの叛逆する心は別れの一瞬に凍

る>をめぐって」(単著)『国文學』第47巻1号(學燈社、 2002.1)

⑩「ソウルの異邦人、その周辺一李良枝『由炉刷をめぐってー」(単著)

畔吊易国際情報大学情報文化学部紀要』第7号(2004.3)

⑪「中野重治と田本の天皇制」(単著)『日本近代文学一研究と批評U

伸阜国田本近代文学会、 2005.10)(韓国語)

⑫「朴景利『土地』に描かれた日本・日本人像」(単著)畔斤潟国際情報大学

情報文化学部紀要』第9号(2006.6)

⑬「予感するく女>たち一韓国語訳『ジョゼと虎と魚たち』をめぐってー」

(単著)『国文学解釈と鑑賞別冊田辺聖子』(至文堂、 2006.フ)
田本近代文学会

朝鮮学会

お茶の水女子大学国語国文学会

韓国日本近代文学会

ウンジユ

研究分野

主要業績

所属学会
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タカハシ

高橋正樹 TAIくAHASHIMasaki

男

1956年3月1日生

教授(2005年4月)・学生部長

E・mail: tmasaki@nuis.ac.jp

円剖年中央大学法学部政治学科卒業

円90年中央大学大学院法学研究科政治学専攻博士後期課程満期退学

法学修士(中央大学、1985年3月)

タマサート大学(タイ)客員研究員

中央大学法学部兼任講師

白鴎大学法学部非常勤講師

東京外国語大学外国語学部非常勤講師

政治学の観点からのタイ国家研究と、日本とアジアの国際関係を研究してい
ます。とくに現在の研究のテーマはグローバリゼーション時代のタイ国家の変

容についてです。タイは歴史的にバンヨクを中心に世界経済と密接な関係をも
つことで国家形成を行って来ました。その結果、バンコクと周辺地域とでは異
なる政治経済構造を形成してきました。その二重構造は戦後の近代化時代にも

是正されることなく、新たな二重構造を構築しました。それはタイ国家内のバ

ンコクと地方との無関係的な二重構造から、国家統合の促進によって両者が不

平等に関係付けられた二重構造といえます。

さらに、 90年代以降のグローバリゼーションによって、バンコクの資本や中間

層、国家官僚は政府の政策をグローバリゼーションに適合したもの{こ変えてい
きました。その結果、タイ国家の機能はグローバル資本とそれと利害を一致さ

せるタイの資本の活動を円滑にする機能を一層促進させていき、資本、中間層、

国家官僚のグローバル勢力とそれ以外の勢力との対立を激化させています。そ

の過程でグローバル勢力は国外の諸勢力にその権力を依存する構造を強化し
て、タイの国家は国民に権力基盤をもたず国民に責任をもたない傾向を強めて
いくのではないかと考えられます。

マサキ

研究分野

「
,

主要業績

①「円世紀前半におけるバンコク王朝の政治秩序一交易港と権威交易体
制一」『法学新ま別第96巻1・2号(中央大学法学会)、 1989年訓月

②「カンボジア紛争とタイ国共産党の崩壊一地域システムとタイ国家システ
ムー」『中央大学社会科学研究所共同研究報告書』(中央大学社会科学研

究所)、 1997年7月

③「アロンの国際関係論の認識論的検討一その自然状態を中心にー」畔吊易
国際情報大学情報文化学部紀要』第1号、1998年3月

④「西欧におけるグローバリゼーションと国民国家一国家の脱国民国家化ヘ
の視座を求めてー」『法学新幸別卞10巻5・6号(中央大学法学会)、 2003

年8月

⑤「グローバリゼーションとタイ国家論一分裂する社会、対立する言説一」
滝田賢治編著『グローバル化とアジアの現実』中央大学出版部、2005年3月

⑥陣戈争、諸国家システム、国家一歴史社会学の可能性と問題点一」
畔吊易国際情報大学情報文化学部紀要』第8号、 2005年3月

⑦「グローバリゼーションとタイ政治の混迷ータクシン政権の誕生と崩壊を
めぐってー」東洋大学アジア地域研究センター編『アジアの経済発展と

伝統文化の変容』、 2007年3月

⑧「タイの地域主義の歴史的考案一東南アジアの多層的国際秩序研究一」『法
学新幸別第力5巻9・10号(中央大学法学会)、 2009年3月

日本国際政治学会・東南アジア学会・日本政治学会・田本平和学会・北東アジア
学会・地域文化学会・日本タイ学会

タマサート大学(タイ)客員研究員(1986~88年、1992~ 1994年、2001 ~2002年)
アメリカでの調査・研究 a995~ 1996年)

所属学会

そ の 他
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冒

馴、
V二 グンゴリー

Gregory Hadley
男

円65年3月12日生

教授(2005年4月)

E・mail: hadley@nuis.ac.jp

1987年 Northwest Missouri state university,USA

ヨミュニケーション専攻・スペイン語副専攻卒業

1992年 Mldvvestern Baptist The010gical seminary,USA
神学専攻修士課程修了

1997年 University of Birmingharn,UK
応用言語学専攻修士課程修了

Master of Divinity, Master of Arts (TEFV、rESD
円97-2000年長岡王業高等専門学校外国人教師

① Personal construct Repe此ory GridSによる社会的、教育的価値観の異文化
リサーチ。

②ユダヤ・キリスト教の信仰と倫理が西洋文化の形成に及ほした影響。
③日本の大学1こおける効果的な英語教育カリキユラムの開発。

ハドリー

位

歴

究分野

主要業績

①『Field of spears: The Last Mission of the Jordan crew』 sheffleld,
UK:paulownia press.2007.

①『classroom Teachers and classroom Research』(共者)(全国Ξ吾学孝女
育学会、円97年)

②「英語に対する学生の不安感一その積極的学習意欲ヘの転換」(『看護教育』
医学書院、1994年)

③「Lexis and culture:Bound and Determined?」(『Journal of psycholinguistic
Research』 1997年)

④「using corpora wlth Japanese Beglnners」(『1ATEFL Newsletter』 1998年)
⑤「concordancing ln 」apanese TEFヒUnlocking the power of Data・Driven

Learningj (『The Japanese Learner』 oxford university,1998年)
⑥「An lnvestigation of Techniques that Encourage and Measure oral

Communications in Japanese EFL classroomsj (『長岡二「業高等専門学校
研究紀要』 1998年)

⑦「Returning FU11 Circle: A survey of EFL sy11abus Designs for the New
Mi11ennlumj (『RELC Journal』円98年)

⑧「1nnovative curricula in Teんiary EL二「: A Japanese case study」
『ELT Journal』円99年)

⑨「constructions across a culturalGap」(共者)
(rAction Research』,TESOL 2001年)

⑩「A Forecastforthe Early21引 CentUⅣ」(全国語学教育学会,2001年)
⑪「sensing the winds of change: An lntroduction to Data・Driven Learning」

(『RELC Journal』 2002年)

⑫"Money, politics and Religion:A survey of Anglo・American lnfluence in
TESOL." 3L Journal of Language Teaching,Linguistics & Literature 9,11-33
(2005年)

⑬"1ntemational English and the Anglo・Amerlcan Hegemony: Quandary in
the Asian padfic Region." Explorations in Teacher Education 12 (2),44・
50.(2004年)

⑭"Relating the curriculum to Reglonal concems:A Japanese case study."
GEMAjourna13 (2),78-99.(2003年)

全国語学教育学会(JA口)

International Association of Teachers of English as a Foreign Language (1ATEFL)
大学英語教育学会(JACET)
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プラーソルアレクサンドル

Alexander pras01

著書

男

1952年10月26田生

教授(2000年4月)

E・mail: pras01@nuis.ac.jp

円75年極東国立大学(ロシア)日本言語文学科卒業

円78年モスクワ大学日本言語学系修士課程修了

文学修士(MasterofLinguisticS モスクワ大学、円79年)
歴史博士①OctorofHist0Ⅳ極東大学、 2005年)
円78~1980年極東大学東洋学部助手

1980~ 1985年同学部専任講師

1985~ 1991年同学部助教授

円91~円94年新潟大学教養部助教授

円94~1999年新潟大学人文学部助教授

大学卒業後、日本語と田本文化の研究をすすめてきたが、来日すると、ロシア

語・ロシア文化も研究することになった。現在は、両方とも行っている。ロシ

ア史概説とロシア文化論を担当するので、ロシアの過去の文化と社会、ロシア

人発想の起源、ロシア人論の説に興味を持っている。現代のロシア人として、

激しい移ゆ変わりを体験しつつぁる新しいロシア連邦からのニユースを分析して
いる。ロシア人の目でみた日本、日本人の目で見たロシア、両国問の父流と

諸問題など化ついて老えている。

研究分野

「
亨

主要業績

①『日本語会Ξ剖(共著)極東大学出版部 1984年、172頁

②「日本語会話における終助詞』(単著)極東大学出版部円89年、1999年
出版、 170頁

③『日本教育の成立』(8~円世紀)(単著)ダリナウカ出版、 20側、 391頁

④「明治時代の教育」(1868-1剖2)(単著)ダリナウカ出版、 2002、 358頁

⑤「自治体外交」市岡政夫著(ロシア語単訳)ダリナウカ出版、 2004、 300頁

⑥『日本:時代の柤貌一現代社会の伝統とメンタリティー』(単著)ナタリス
出版、 2008、 360頁

①「現代日本語における接続詞と接続助詞」(修士論文概要)単著円79年(モ
スクワ)

②旧本語における因果関係を表す接続方法1こついて」(単著)1992年俳斤潟大学)
③「日本語条件形式の用法をめぐって」(単著)1995年俳斤潟大学)
④「現代ロシア語における俗語と隠語について」(単著)1996年俳斤潟大学)
⑤「徳川時代の学校教育」(単著)1998年(ウラジオストク)

⑥「古代田本の教育の成立と最初の教育機関」(単著)1998年(ウラジオストク)
⑦「some Features 0什he sentence・Flnal pa此icles in Japanese」(単者)

相99年佳吊易大学)

⑧「鎌倉・室町時代の教育」(単著)相99年(ウラジオストク)

⑨「徳川時代の文化と家庭教育」(単著) 2001年(ウラジオストク)
⑩「明治初期教育制度の変遷」 a868~1871年)新潟国際情報大学情報文

化学部紀要第5号、 2002年

⑪旺則弌日本教育について」(単著) Yaponia: put' KistiiMecha,2002, N3

(モスクワ)

⑫「日本教育の起源と展開」(博士論文の概要ウラジオストク)2005年
⑬「ロシアと日本:民俗文化のアーキタイプを比較して」(単著)新潟国際情報

大学情報文化学部紀要第10号、 2007年

日本教育史研究会

ヨーロッパ日本研究学会(European AssociationforJapanese studies)
所属学会
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アンドウ

安藤潤 ANDO Jun

男

円68年3月25日生

准教授(2003年4月)

E・mail: ando@nuis.ac.jp

円92年3月早稲田大学政治経済学部経済学科卒業

円94年3月早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了

2000年3月早稲田大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得修了

学士(経済学)(早稲田大学、1992年3月)

修士(経済学)(早稲田大学、1994年3月)

国士舘大学政経学部・法学部非常勤講師(2002年4月~)

中央大学経済研究所特別研究員(2002年10月~)

①研究テーマ:防衛支出がマクロ経済化与える影響に関する実証分析

キーワード:防衛支出、 extemaⅢye什ect、政府支出の代替陛・補完性
研究形態:個人研究

②研究テーマ:行動経済学と経済政策

キーワード:行動経済学、アイデンティティと経済行動

研究形態:個人研究

著書

①『1T革命時代の経済と政府』(共著、 2002年9月、文眞堂、共著者:長谷川

啓之、谷口洋志)、担当:「第3部グローバリズムとIT革命時代のマクロ経

済政策」 a63-220頁)

②縢呈済政策の理論と現実』(共著、20的年2月、学文社、共著者長谷川啓之、

馬場正弘、辻忠博)、担当:「第1章経済政策の基本問題」(フ-25頁)、「第5

章格差問題と政府の役割」(87-1.頁)、「第7章グローバル経済におけ

る家計経済」(132-154頁)、「第8章少子高齢化と政府の役害Ⅱ(155-175頁)

ジ]ン

位

研究分野

歴

主要業績

①「米国における政府支出と民間消費の代替性に関する防衛経済学的考察一

年次及ぴ四半期データを用いたEvanS 印dKarraS モデルの実証分析一」

(単著、 2005年3月、畔吊易国際情報大学情報文化学部紀要第8号』、新潟

国際情報大学情報文化学部紀要編集委員会、5175頁)

②「日本における民間消費の過剰反応と財政政策の非ケインズ効果一政府債務

削減が家計の消費行動に与える影響を中心にー」(単著、 2006年6月、『棄斤

潟国際情報大学情報文化学部紀要第9号』、新潟国際情報大学情報文化学

部紀要編集委員会、 59-70頁)

③「米国における家計の『過剰消費』に関する一考案一財政政策、消費者金

融及ぴITバブルの影響を中心に」(単著:諏訪貞夫[編著]『日本経済の進

歩と将来』、 2007年6月、成文堂、巧0-164頁)

④「アイデンティティと経済行動一男性配偶者の家庭内・家庭外労働時問分担

比率の実証分析一」(単著、2008年3月、畔吊易国際情報大学情報文化学部

紀要第村号』、新潟国際情報大学情報文化学部紀要編集委員会、1-13頁)

⑤「既婚女性の家事労働時間削減と政府の役割:消費と時間配分に関する合理

的選択理論から」(単著、2009年3月、畔吊易国際情報大学情報文化学部紀

要第12号』、新潟国際情報大学紀要編集委員会、(61-73頁)

日本経済政策学会・情報通信学会・日仏経済学会
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クマガイ

甘呉谷卓 KUMAGAITaku

男

円69年1月25田生

准教授(2004年4月)

E・mail: takuk@nuis.ac.jp

円91年3月私立甲南大学法学部法学科卒業

2000年8月広島大学大学院社会科学研究科後期博士課程法律学専攻単位取得退学
法学修士(広島大学、1994年3月)

1995年~円99年私立広島文教女子大学文学部非常勤講師

栂97年~1999年広島大学法学部助手

円98年~円99年島根県立国際短期大学国際文化学科非常勤講師

2000年私立福山大学経済学部非常勤講師

2000年国立呉工業高等専門学校非常勤講師

国際法、国際刑事法。テロリズムや麻薬の不法な取引といった、国境を越える
犯罪の増加という問題を素材として、現代国際法が、如何にして諸国の多様な
利益(主権)を調整しつつ、国際社会の共通利益(共通の保護法益)を擁護し
ているのかということを現在の研究のテーマとしている。

夕ク

研究分野

主要業績

「
,

①『ファンダメンタル法学講座国際法』(共著)(不磨書房、 2002年)
論文

①「国家管轄権の域外適用ーアメリカ合衆国反トラスト法を中心にー」(単著)
円95年3月広島法学(広島大学法学会)第18巻第4号 181頁一208頁。

②「国際テロリズムの法的規制」(単著)円96年3月広島法学(広島大学法
学会)第円巻第4号 257頁一300頁。

③「欧艸1連合(EU)と国際テロリズム」(単著)1997年2月広島法学(広島
大学法学会)第20巻第3号 203頁一235頁。

④「犯罪人引渡と国際テロリズムーフランス共和国の立法およぴ判例から」
(単著)1998年2月広島法学(広島大学法学会)第21巻第3号 95頁一133頁。

⑤「フランス共和国におけるテロリズムに対する国内法的規制(ー)(ニ'完)」
(単著)1999年2月円99年3月広島法学(広島大学法学会)第22巻第3
号 37頁一60頁第22巻第4号卞17頁一138頁。

⑥「国家テロリズムと国際法ーロッカビー事件を手がかりとして」(単著)
2002年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀要第5号卞15頁一巧4頁。

⑦「誰がテロリストを裁くの力四一合衆国軍事委員会と国際人権法一」(単著)
2003年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀要第6号釘頁一101頁。

⑧「判例紹介テロリストと人身保護請求の可否ーグァンタナモの被拘束者に
関する5つの裁判例から」(単著)2004年3月新潟国際情報大学情報文化
学部紀要第7号卞19頁一巧9頁。

⑨「判例紹介対テロ戦争と人権ーグァンタナモの被拘束者をめぐるアメリカ合
衆国連邦最高裁の判断」(単著)2005年3月新潟国際情報大学情報文化学
部紀要第8号卞19頁一袷3頁。

⑩「対テロ戦争と国際人権法ーグァンタナモの被拘束者に対する市民的およぴ
政治的権利に関する国際規約(自由権規約)の適用可能性一」(単著)
2005年12月広島法学第29巻第2号81頁一卞16頁。

⑪「テロリズムを契機とする国家の国際法上の責任に関する序論的考察」
2008年3月新潟国際情報大学情報文化学部紀要第「号巧頁一29頁。

世界法学会

国際法学会

米国国際法学会

所属学会
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コバヤシ

小林元裕 KOBAYASHIMotohiro

男

円63年生

准教授(2001年9月)

E・mail: Kobayasi@nuis.ac.jp

円86年横浜市立大学文理学部文科卒業

円89年立教大学大学院文学研究科史学専攻博士課程前期課程修了

円90~1992年南開大学留学

円96年立教大学大学院文学研究科史学専攻博士課程後期課程退学

文学修士(立教大学、円89年3月)

相96~円98年立教大学非常勤講師

円97~1998年宇都宮大学・日本体育大学非常勤講師

1998~2001年在瀋陽日本国総領事館専門調査員

2002~2003年信艸1大学非常勤講師

2003~2004年放送大学俳吊烏学習センター)・新潟大学非常勤講師

2006~2007年東北学院大学非常勤講師

田中関係論・日中近現代史

モトヒロ

研究分野

主要業績

①『東京裁判資料・田中隆吉尋問調書』(共編、大月書店、相94年)

②『天津史一再生する都市のトポロジー』(共著、東方書店、円99年)

論文

①「天津事件再考一天津総領事館・支那駐屯軍・日本人居留民一」(『日本植

民地研究』第8号、1996年)

②「阿片をめぐる日本と汪兆銘政権の件目剋』」(『年報日本現代史』第3号、

円97年)

③「Drug operations by Resident Japanese in Tianjin」 qopium Regimes-
China,Britain,and Japan,1839-1952 』, Berkeley:university of C帥fomia
Press,2000)

④「移行期における民営経済一中国・瀋陽にみる歴史的背景と現在」(共著、

「東亜』 2001年2月号)

⑤「国有企業主体地域における私営企業の発展と政治経済体制一遼寧省の事例」

(『中国の私営企業等の実態とその国内政治ヘの影響評価』露山会、2002年)

⑥「歴史上的"改革"與日本外交一以昭和初期為伊U (『全球化與東亜政治、

行政改革』天津人民出版社、 2003年)

⑦「遼寧省の市場経済発展と企業改革・中小企業一瀋陽の事例からー」(共著、

『東北アジアビジネス提携の展望』文眞堂、 2004年)

⑧「蒙彊の日本人居留民」(『日本の蒙彊占領円37-1945』研文出版、2007年)

その他

①「書評一山田豪一『満洲国の阿片専売一わが「満蒙特殊権益」の研究』」

(『日本植民地研究』第17号、 2005年)

②「書評『田中戦争と上海、そして私一古厩忠夫中国近現代史論集』」

(『日本植民地研究』第18号、 2006年)

③「日中関係再考」(『東アジアく共生>の条件』世織書房、2006年)

④「里見甫と宏済善堂一『華中宏済善堂内容概Ξ引他についてー」

(『年報田本現代史』第13号、 2008年)

⑤翻訳件直民地期から戦後における台湾の社会運動史研究について(陳慈玉)」

(『年報日本現代史』第13号、 2008年)

日本植民地研究会

日本現代史研究会

中国現代史研究会

歴史学研究会
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長坂 NAGASAトくA ltaru

男

准教授(2005年4月)

E・mail: nagasaka@nuis.ac.jp

円釧年国際基督教大学教養学部卒業

円94年筑波大学大学院地域研究研究科修了

1998年神戸大学大学院文化学研究科単位取得退学

博士(文学)(神戸大学、 2007年2月)

円98年~2001年神戸大学大学院文化学研究科助手

2002年~2005年新潟国際情報大学情報文化学部講師

2006年~2009年広島大学大学院国際協力研究科非常勤講師
2007年~2008年放送大学客員准教授(大学院研究指導担当)
文化人類学、移民研究、トランスナショナリズム論、比較社会学、東南アジア研
究、フィリピン研究

著書

①『世界の住民組織アジアと欧米の国際比較』(共著)伯治体研究社、2000年)
②『海外{こおける田本人、日本のなかの外国人』(共著)(昭和堂、 2003年)
③『越境する移動とコミュニティの再構築』(共著)(東方書店、 2007年)
④ The social construCガ0n and usage of communicaガ0n 7目Chn010gies

(共著)ωniv.ofthe phi1ゆPine press,2007年)
⑤『国境を越えるフィ1ノピン村人の民族誌:トランスナシヨナリズムの人類学』

(明石書店、 2009年)

論文

研究分野

主要業績

「
,

①「フィリピンにおけるバランガイの形成:フィリピン地域社会研究の一視点」
(『社会学雑誌』第16号、円98年)

②"Kinship Netvvorks and child Fostering in Labor Migration from
ⅡOCOS、 phi川Ppines to ltaly"(Asian and paciガC lvligm力'on Journal
>01.フ,NO.1、 1998年)

③「故郷で養育される移住者の子供達:フィリピンからイタリアへの移住におけ
る家族ネットワーク」 q民族學研究』 66巻1号、 2001年)

④"ce11Ular phones and Fi1ゆino Transnational sodal Fields"(pmdnaslA Joumal
Ofphi如Pme S加dies,V01.40,2003年)

⑤陪B市移住者によるエスニック・ビジネス・ニッチの形成:マニラ首都圏の小
規模紙器工場ヘの民族誌的接近」『インターカルチエラル』 6号、 2008年)

⑥"child Rearing and the Nevv Techn010gy : Mobile phone use of Japanese
Housewives" BU11e力h of Ⅳガgata university of lnternaガ0nal and lnformation

S加dies,>01,12,2009年)

日本文化人類学会、日本社会学会、日本オセアニア学会、日本移民学会、日本
国際文化学会、米国人類学会(AAヘ)、比較家族史学会
フィリピン大学女性研究所客員研究員(2006)

フィ1ノピン大学アジアセンター客員研究員(200力

人間科学院(フランス)客員研究員(2007)

国際田本文化研究センター共同研究員(2008-2009)
大阪大学グローバルコラボレーションセンター共同研究員(2008・)

所属学会

そ の 他
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矢口裕子 YAGUCHIYuko

女

円61年2月22日生

准教授(20側年4月)

E・mail: yaguti@nuis.ac.jp

円85年3月法政大学文学部英文学科卒業

1991年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学専攻修士課程修了

1994年3月法政大学大学院人文科学研究科英文学専攻博士課程満期退学

文学修士 6去政大学、円釧年3月)

東京医科歯科大学非常勤講師(1994.4~20側.3)

1996年7月14日第3回女性学研究国際奨励賞

アメリカ文学、ジエンダー・セクシュアリティ研究(個人研究)
著書

『東アジアく共生>の条件』世織書房(2006.3)共著

ユウコ

所属学会

分野

業績

①"Anais Nin : Anotherwoman Notin the Novels a)"『法政大学大学院紀要』

第28号(67-84頁) a992.3)

②"Anais Nin:Anotherwoman Notinthe Novels (Ⅱ)"『法政大学大学院紀要』

第30号(55-74頁)(1993.3)

③「sam shepard, FoolforιOveーカウボーイが女を愛する時」法政大学英文
学会『英文学誌』第36号(65-85頁)(1994.2)

④「sam shepard, A beofthe 財md一新しいイヴの哥剣日本アメリカ文学
会『アメリカ文学研究』第32号(57ーフ4頁)(1996.3)

⑤"The Text That ls the vvriter-Anais Nin'S Diary" Anais-An lntema力'onal

Joumal' V01.16. Anais Nin Foundation (PP.49-60)臼998.3)

⑥"The lmaginary Father" Ana心一An lntema力'onalJoumal. V01.18. Anais Nin

Foundation (PP.46-60)(2000.3)
⑦「『パリ、テキサス』あるいは砂漠のロマンス」全国アメリカ演劇研究者会議

『アメリカ演劇』第12号(65-85頁)(2000.6)

⑧什生/愛の家のスパイーHenⅣ&Juneから読み直すAnaisNin」日本英文学会
『英文学研究』第80号(13-25頁)(20船.10)

⑨"Twi廿ering Machine of paradise-Glinpses of Tvvo of Anais Nin'S Japanese

Daughters" A caiり in spacelAnaiS 1>m ιiterao,' Joumal. V01.1,sky Blue press

(PP.伯6-17)(2003.11)
⑩「アナイス・ニンの娘たち一冥王まさ子と矢川澄子のグリンプス」伴斤潟ジエ

ンダー研究』第5号(PP.5-12)(2004.2)
⑪「ロマンティック・クィアー草野マサムネジエンダー試論」畔吊易国際情報大

学情報文化学部紀要』第8号(PP.39-50)(2005.3)

⑫"A spy in the House of sexuaⅢy:Rereading Anals Nin through Henn/& June"

A cafe in spacelAna心 Ivm ιite殿n,'Joumal. V01.4. sky Blue press (PP.22-34)
(2007.3)

⑬「アナイス・ニンの「ジューナ」ー『人工の冬』パリ版から」畔斤潟国際情報

大学情報文化学部紀要』第10号(PP.57-60)(2007.5)
日本アメリカ文学会

日本英文学会

日本女性学会

日本平和学会

日本へンリー・ミラー協会
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吉澤文寿 YOSHIZAVVA Fumitoshi

男

1969年1月7日生

准教授(2006年4月)

E・mail: yosizawa@nuis.ac.jp

円92年3月東京学芸大学教育学部中等教育教員養成課程卒業

円95年3月東京学芸大学大学院教育学研究科修士課程修了

2004年7月一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程修了

社会学博士(一橋大学、 2004年7月)

2000年3月~2002年2月韓国湖南大学校外国語学部日本語科専任講師
2002年10月~2006年3月東京学芸大学・青山学院大学・関東学院大学'大東文
化大学・明星大学非常勤講師

朝鮮現代史、日朝関係史。主に外交における植民地責任問題の展開について考
察している。また、在日朝鮮人の歴史や、現在の分断体制下の朝鮮における植
民地主義につぃても研究課題としていきたいと考えている。今後、他国の事例
と比較しながら、日本と朝鮮における植民地主義及ぴ植民地責任をめぐる諸問題
について考察を深めていきたい。

著書

①陣戈後日韓関係国交正常化交渉をめぐって』クレイン、 2005年(単著)
②同時代史学会編『朝鮮半島と日本の同時代史』日本経済評論社、2005年(共著)
③板垣竜太・田中宏編『日韓新たな始まりのための20章』岩波書店、 2007年

(共著)

④永原陽子編『植民地責任論一脱植民地化の比較史』青木書店、2009年(共著)
論文・その他

①「決壊史上初の日韓会談関連外交文書の公開から始まる『真実の濁流」
によせて」(『現代思想』 33-6、 2005年6月)

②「公開された田韓会談関連外交文書について」(『戦争責任研突』 49、 2005
年9月)

③「田本と朝鮮分断国家との「国交正常化交渉史」歴史認識の問題を中心とし
て」(『情況』第3期56号、 2005年10月)

④陣阜国政府による日韓会談文書全面公開と日本の課題」(『インパクシヨン』
2005年10月)

⑤「研究動向日韓会談研究の現状と課題」 q歴史学研究』 813、 2006年4月)
⑥件直民地支配の「清算」とは何か一朝鮮を事例として」(『歴史評論』 67フ、

2006年9月)

⑦「日本における日韓会談関連外交文書の公開状況について一財産請求権問
題を中心に」(『日本空間』伸阜国国民大学校日本学研究所>4、2008年ヤ月)

歴史学研究会

在日朝鮮人運動史研究会

朝鮮史研究会

同時代史学会

韓日民族問題学会(韓国)

東京外国語大学アジア・アフり力言語文化研究所共同研究員

フミトシ

研究分野

主要業績

「
,

所属学会

そ の 他
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池田嘉郎 IKEDAYoshiro

男

円71年5月2日生

講師(2006年9月)

E・mail: yoikeda@nuis.ac.jp

1994年3月東京大学文学部西洋史学科卒業

1996年3月東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻修士課程修了

2005年10月東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻博士課程修了

博士(文学)(東京大学、 2005年10月)

2003年4月~2006年3月日本学術振興会特別研究員(PD)

2004年4月~2006年8月東京理科大学、成践大学、日本大学、敬愛大学、非

常勤講師

近現代ロシア史

ヨシロウ

研究分野

主要業績

①(共著)『旧ソ連の民族問題』、木鐸社、1993年

②(共著)『20世紀ロシア農民史』(奥田央編)、社会評論社、 2006年

③(単著)『革命ロシアの共和国とネイション』、山川出版社、 2007年

論文

①内戦期ロシアにおける労働理念一生産アジテーションの分析を中心にしてー」

(『史学雑誌』 111-12 2002年12月)

②「内戦期のモスクワにおける党と行政」(『スラヴ研究』副 2004年5月)

③ The Reintegration of the Russian Empire and the Bolshevik vievvs of

"Russia": The case ofthe MOScovv party organization (Acta slavica

Iaponica22 2005年3月)
④「革命期ロシアにおける全般的労働義務制」(『史学雑誌』114-82005年8月)

⑤「内戦期ロシアにおける行政の自律性についてーモスクワ市の事例に即してー」

(『ロシア史研究』フ7 2006年1月)

⑥「革命期ロシアにおける労働とネイション・ビルディング」(「ロシア史研究』

78 2006年5月)

⑦「第一次大戦期ロシア帝国の保養地事業とナショナリズム」(『19世紀学研

究』1 2008年3月)

⑧「スターリンのモスクワ改造」(『年報都市史研究』16 2009年2月)

ロシア史研究会、史学会

北海道大学スラブ研究センター学外共同研究員
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ボール

Paul Nadasdy

男

円72年9月18田生

CEPインストラクター(2008年4月)

E・mail: nadasdy@nuls.ac.jp

1994 North Herts c011ege, stevenage. Dゆ10ma : Film studies

1998 Manchester Metropolitan university. BA (Hons) Degree :1nteractive and
Broadcast Media

2008 Birmingham universlty. Masters in TEFV、rESL.
修士

NOVA, Tokyo.1nstructor.(2002-2004)
Interac, chiba. Assistant Language Teacher (ALT).(2004-2006)
OBc corporation, T0卿0. Business English teacher.(2005-2006)
Shumei Eiko high scho01, saitama.1nstructor.(2007-2008)
Niigata university, Niigata,(2008 ~)
1.socioculturalthe0Ⅳ

2.Motivation and learner autonomy

3.Task・based learning

MATSUDA ・(Materials Development Association) Leeds, UK.

ナダスティ

研究分野

所属学会

W
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マイケル

Michael Ruddick

男

1966年5月25日生

CEPインストラクター(2008年9月)

E・mail: ruddick@nuis.ac.jp

Blakelavv scho01, Nevvcastle upon Tyne, England,197フ-1982. o levels

Nevvcastle c011ege, England,1992 - 1993 Higher Education Foundation course

in English Literature, English Language and Historical studies

University of sunderland, England,1993-1996 BA (Hons) Degree (2:1) in English

Studies

Nevvcastle c011ege, England, February ・May 1997 Certificate in English

Language Teaching to Adults

University of Birmingham, England. october 2005 to september 2008.

Graduated December 2008.

MA in TEFL

Shumei Eiko high scho01, saitama. English Teacher (2006 - 2008)
Niigata prefecture Board of Education, Niigata. English Teacher (2002 - 2005)
N0>A lntercultura11nS世Ute, Nagaoka, Japan, November (1999 - 200つ
Sociocultural The0Ⅳ

Critical Discourse Analyisis

Research Methods

Niigata JA[丁一 program chair

ルディック

職

研究分野

歴

所属学会
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大竹康夫

岸野清孝

桑原悟

近藤進

笹川壽昭

白井健二

高木義和

竹並輝之

槻木公一

藤瀬武彦

山口直人

石井忠夫

石川洋

大野富彦

小野陽子

小宮山智志

佐々木桐子

二瀬由理

吉田博

大山毅

河原和好

中田豊久

山下功
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大竹康夫 OHTAKEYasuo

男

円40年1月23日生

教授(2002年4月)

E・mail: ohtake@nuis.ac.jp

円64年東京大学理学部物理学科卒業

2000年東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程後期課程満期退学

理学士(東京大学、1964年3月)

1964年~円89年 NEC中央研究所およぴC&Cパブリックシステム本部勤務

(ヨンピュータシステムの性能評価に関する研究、社会一技術システムのシス
テム開発、教育システム事業の推進、社内遠隔教育システムNESPACの開発

に携わり、教育システム部長、本部長代理を歴任)

1974年~円76年唄お未来工学研究所(ネ淋支庁所管)出向(主任研究員、テ

クノロジーアセスメントの調査研究に携わる。)

円89~2002年 NECユニバーシティ勤務(目畔弼旦・兼マルチメディア教育

センター長、およぴ主席技師長を歴任)

1994年~20側年文教大学人問科学部非常勤講師

①ITを活用する人間活動システムのシステム計画1こ関する研究

②e・ラーニングシステムに関する研究

③技術経営(MOT;ManagementofTechn010gy)戦略と人材育成政策の研究

ヤスオ

研究分野

主要業績

①「企業内教育における遠隔教育」、教育システム情報学会編、降曳育情報八
ンドブック』、 5編袷.3節、実教出版刊、 2001.円

②『実践・サテライト教育』、 NEC文化センター刊、 1990.6 (共著)

①「Delivery of c0ゆorate virtual unlversity for workplace continuing

Learningj、 proc.1CDEDL'99、 Beljing、円99.4 (共著)
②「Distance Education by sate11ite communication Techn010gy」、 proc

ASEE/1CEEP'96、 washington, D.C.、 1996.6 (単著)
③「NESPACによる上流工程SE教育の展開」、情報処理学会研究報告、

93・CE・30、 1993.11 (共著)

④「システムズアプローチによる顧客問題解決ヘの取り組みーシステムエン
ジニア教育ヘのSSM導入の試み」、経営情報学会円船年春季全国研究発表

大会、円93.5 (共著)

⑤「企業内衛星利用の動向」、テレビジヨン学会誌V01.46、 NO.1、 PP.13-22、

円92.(単著)

⑥「A Networking Educational system with NESPAC」、『computers in
Education』、 A.MCDouga11 and c.Dowling (Ed.)、 PP.997-1002、 ES>、
1990 (共著)』

電子情報通信学会、情報処理学会、日本教育工学会、

文部省放送教育開発センター研究協力者(1992-95)

日本工学教育協会国際委員会委員(1998-2001)
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キシノ

岸野清孝 KISHINO Kiyotaka

男

1949年4月20日生

教授(2004年4月)・情報センター長

E・mail: Kishino@nuis.ac.jp

円72年京都工芸繊維大学工芸学部生産機械工学科卒業

四74年京都工芸繊維大学大学院工芸学研究科生産機械工学専攻修士課程終了

博士(工学、京都大学、 2004年3月)

1974年株式会社日立製作所システム技術本部入社

円98年株式会社日立製作所システム事業部ロジスティクスシステム部長

2002年株式会社日立製作所システム事業部産業・流通システム本部長

製造・流通分野においてビジネスプロセスを分析し、1Tの活用により業務改

革を行うシステムの計画に関する研究

①製造・流通におけるSCM (S叩Plychain Managem印D の研究
②製造・流通におけるロジスティクスのIT化の研究

③トラック輸送の局度父通システム・1TS (1nteⅢgentTransp0此ation system)
の活用によるIT化の研究

キヨタカ

研究分野

主要業績

①「CIM生販統合の実現」日本経済新聞社(共著)1990年

②「人工生命」同文書院(共著) 2002年

③「流通と物流」静岡学術出版2007年

④「卒業論文の作り方複合領域分野における経営学研究の進め方」静岡学
術出版(共著) 2008年

①「on stochastic contr011ability for Nonlinear system」 1EEE AUTOMATIC

CONTROL,1974

②「FA and Fhysical Distribution at a copy Machine part processing vvorks」
International physical Dlstribution conference Tokyo,1985

③「1ntegrated and Distributed production control system for Daily parts

Manufacturingj Hitachi Reveievv,1986
④「FMSの動向と適用技術」無人化技術円釘年

⑤「VANの利用による資材業務の合理化・ペーパーレス化」日立評論1989年
⑥「生産・販売統合CIMシステム」日立評論円93年

⑦「生販統合化における情報処理の技術・製品・活用法」ファクトリ・オー

トメーション円94年

⑧「需要変動に対応した生産計画」電気学会産業応用部門全国大会1995年
⑨「21世紀ビジネス革新を支えるCALSの展開」日立評論1997年
⑩「Development of Art愉Cial Life Based optimization system」日ghth

International conference on para11el and Distribution systems Korea 旧EE
COMPUTER SOCIErY,2001

⑪「ブローカーを利用した交通情報予測方式の検討上情報処理学会論文誌
2002年

⑫「Arrival Tlime prediction Based on Floating car Data in the Fleet

Management ASP」 9th lTs vvorld congress,chicago,2002
⑬「トラック運行管理ASPによる業務向け交通情報サービスの開発」計測自

動制御学会産業論文集 2003年

⑭「サプライチェーン忙おける総コスト最小となる輸配送計画の開発」新潟国

際情報大学情報文化部紀要2007年

情報システム制御学会、計測自動制御学会、交通工学研究会、情報システム
学会

技術士絲呈営王学部門、総合技術監理部門)
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クワハラ

桑原悟 KUVVAHARA satoru

男

1956年7月15日生

教授(20能年4月)

E・mail: kuvvahara@nuis.ac.jp

1977年3月東京都立工業高等専門学校機械工学科卒業

円81年3月東京農工大学工学部数理情報工学科卒業

1983年3月東京農工大学大学院工学研究科修了

2008年3月東京農工大学大学院博士後期課程満期退学

工学修士(東京農王大学、円給年3月)

19船年4月~2000年6月:Ξ菱電機株式会社情報システム技術センタ専任

2000年7月~2001年3月:KPMGビジネスアシュアランス株式会社シニアマネージャ
情報セキュリティ。情報化社会の充実には、テクノロジーの発展とそれを実
社会で利用するフレームワークの構築が重要である。特にインターネツトの
ようなオープンネットワークにおいて、個人や組織の情報の完全性、可用性、
機密性を確保するためのテクノロジーと利用のためのフンームワークについ

て研究を行っている。

サトル

研究分野

34

主要業績

①状態をもった内部表現でプログラムを保持するプログラミング教育環境の
有効性の検討共著 2007.9電子情報通信学会信学技報

②初心者プログラミング環境に関する一考察単著 FIT2007

③ e、jaP印/U・japanにおける一般利用者のための盾報セキユリティ認知の社
会環境に関する一考察単著 2005.11情報処理学会IS研究報告情報
処理学会

④ビジネスアプリケーションのための新しいアクセス管理の視点単著
2005.3 新潟国際情報大学紀要第8号新潟国際情報大学

⑤「大学の役割とIT化に関する一考察」単著2003.9 情報処理学会IS研究報
告情報処理学会

⑥「地方私立大学におけるIT利用に関する一考察」単著 2003.3 新潟国際情報
大学紀要第6号新潟国際情報大学

⑦「Mobile phone as secure terminalfor e・business」単者 2002.8 Japan・US
Joint seminar on e・business and l.business satoru KUVVAHARA

⑧「EC ・セキュリティソリューション」 2000.4 Ξ菱電機技報V01.74 NO.4 Ξ菱電
機株式会社佐々木、桑原他

⑨「社内認証局を設置し、グループ企業にディジタル認証書を発行」共著
2000.1 唄わ関西情報センタ機関紙唄オ)関西情報センタ桑原、中村

⑩『Ξ菱電機におけるインターネットを利用した企業間連携システムのセキユリ
ティの実際』田本テクノセンターセミナー講演円99年

⑪『JaP印Net 認証サービスを利用した社内情報システム』共著 1998.5 Ξ菱
電機技報V01.72NO.5 Ξ菱電機株式会社桑原、遠藤

情報処理学会

日本りスク研究学会

情報処理技術者試験(経済産業大臣所管)試験委員

Information systems Audit and control Association=員
CISA (ceんified lnformation systerns Auditor)

CISM (ceんified lnformation secur比y Manager)

東京農工大学非常勤講師(2002~)

>isiting professor, university ofAlberta (2007、 2008)
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コンドウ

近藤進 KONDo susumu

男

円49年3月5日生

教授(2001年9月)・情報システム学科長

E・mail: kondo@nuis.ac.jp

円72年新潟大学工学部電子王学科卒業

博士(工学、京都大学、円94年5月)

1972年~20側年日本電信電話株式会社(元田本電信電話公社)研究所

光ファイパー伝送用各種デバイス(レーザ、光変調器、光スイッチ、受光素子)

およぴ結晶成長(バルク、液相エピタキシャル成長、気相エピタキシャル成長)

信越地域の情報通信

名

ススム

歴

究分野

主要業績

①"Liquid phase・epitaxial glowth of single・crystal LiNb03 thin film", APPI
Phys.Leせ.26, P489 (1975)

②"LPE gr0Ⅷh of u (Nb,丁a) 03 Solid・solution thin 側m vvaveguide on LiTa03
Substrate", J.CⅣStal Growth 46, P314 臼979)

③" prevention of circumferential melt back in LPE groMh oflnp/1nGaASP/

InGaAS/1np layers for APD", J.CⅣStal Gr0Ⅷh 61, P8 (1983)
④"660nm lnGap light em轍ing diodes on si substrate", APPI.phys.Le廿.53,

配73 a989)

⑤"MOVPE growth of strained lnGaAS/1nAIAS MQvvs for a polarization

insensitive electro・absorptlon modulator". J.Electron.MaterialS 25, P385
(1996)

⑥"Ruthenium doped semi・insulating lnp Buried lnGaAIAS/1nAIAS Multi・

Quantum・we11 Modulators", Jpn.JAPPI.phys.41, P1171 (2002)
特許

"semiconductor oP辻ical device and fabrication method"

European patent,NO.01251610 Jan.28 (2006)独、英、仏、伊
NO.01286439 Apr.桧(2006)独、英、仏、伊

United state patent,NO.07060518 Jan.13 (2006)米

電子情報通信学会

応用物理学会

信越情報通信懇談会:新世代情報通信網委員会委員長

所属学会
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ササガワ

笹川壽昭 SASAGAVVA Hisaaki

男

円41年9月7日生

特任教授(2007年4月)

E・mail: sasagavva@nuis.ac.jp

1964年新潟大学人文学部人文科学科卒業

1967年東京都立大学大学院人文科学研究科英文学専攻修士課程修了

文学修士(東京都立大学、円67年3月)

円67年獨協大学外国語学部専任講師

円68年新潟大学教養部助手

円69年新潟大学教養部専任講師

1975年新潟大学教養部助教授

19釘年新潟大学教養部教授

1994年新潟大学経済学部教授

中世英語英文学、英語史、英語教育

著書(共編・共著)

①研究社新英和大辞典(第5版)価升究社、円80年)

②ロイヤル英和辞典(旺文社、1990年)

③英文D.キャドベりイー著『環境ホルモン汚染問題の解明に挑む科学者たち』
(英宝社、 1999年)

④原文対訳「カンタベりイ物語・総序歌」件公柏社、 2000年)
⑤徹底解明欽定英訳聖書初版マタイ福音書価升究社、2002年)
論文(共著・単著)

①「チョーサーの散文における語順一S・V・0型についてー」新潟大学教養部研
究紀要、第1集 a969.3)

②「some obseⅣations onthe use ofGan in chaucer's poetⅣ」来吊易大学教養
部研究紀要、第5集(1975.3)

③「チョーサーのKnight'STaleにおける史的現在及ぴ史的完了」棄吊易大学教養
部研究紀要、第12集 0981.12)

④「チョーサーにおける文彩的否定」新潟大学教養部研究紀要、第15集
(1984.12)

⑤「TheRom釦ntof仂eRose における翻訳の技巧と文体的特徴」棄吊易大学教
養音廓升究紀要、第18集(19釘.12)

⑥「on the use of Thatin chaucer'S 乃le ofue1めee」棄斤潟大学教養音既升究紀
要、第25集(1993.12)

⑦「The Authorlzed version ofthe Bible (161D 『マタイ福音書』の英Ξ副新
潟大学言語文化研究、第七号(2001.12)

⑧「キャクストン版カンタベリー物語第2版(pepys'copy)の総序歌の転写
およぴ校合」新潟大学言語文化研究、第十一号(2006.3)

日本英文学会

日本中世英語英文学会

新潟大学英文学会

ヒサアキ

研究分野

主要業績

所属学会
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シライ

白井健二 ShiraiKenji
男

1949年8月31日生

教授(2009年4月)

E・mail: shirai@nuis.ac.jp

1973年3月立命館大学理工学部電気王学科卒

1975年3月立命館大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程終了

博士(工学、立命館大学、 2000年9月)

円75年4月立石技術サーピス株式会社(現オムロンフィールドエンジニアリン

グ欲))入社,阪神高速道路公団の交通管制システムに従事。

円80年9月株式会社CSK入社,東京大学地震観測システムの開発に従事。

円82年4月株式会社エリック入社,円82年,システム開発部長,ディジタル同

期端局制御システムの開発に従事, NTT電話局業務システムに従事,1991年6月,

取締役に就任。

1992年9月株式会社情報工房設立,代表取締役社長に就任。ネットワークイン

フラ系ソフトウェアの販売イ呆守・カスタマイズ事業を展開。

2008年3月協和テクノロジイズ株式会社に入社,支配人,マーケット開発部配属。

非完備情報りアルオプションにおける企業プロジエクト評価

論文

①白井・天野・井上:「ファイナンス論的評価による待ち行列系最適制御

収益レートに対する最適性の条件一」電気学会論文誌, V01.120C,

PP.554-560,2000年4月
②白井・天野・井上fトランザクション消滅のある待ち行列系の最適配分法

ファイナンス論的アプローチー」電気学会論文誌, V01.桧0・C, PP.453・

463,2000年4月

③白井・天野・井上:「有限個のトランザクション消滅を考慮したシステムの定

常解析ートランザクション消滅過程の定常系内処理時間について」電気学

会論文誌, V01.120・C, PP1458-1466,2000年10月
④白井・天野・井上f有限個のトランザクション消滅を考慮したシステムの定

常解析ートランザクション消滅過程の定常系内処理時問について」電気学

会論文誌, V01.120・C, PP1458-1466,2000年10月
⑤白井・天野・井上:「トランザクション消滅のある待ち行列系に対する流通評

価一流通収益最大問題における最適性の条件一」電気学会論文誌,

V01.121・C,NO.2,PP4側・409,2001年2月
電気学会,計測自動制御学会,日本りアルオプション学会

電気学会システム・制御・情報部門の論文委員会委員(2003年8月~)

ケンジ

研究分野

主要業績
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高木義和 TAKAGIYoshikazu

男

1949年10月20日生

教授 a996年4月)

E・mail: takagi@nuis.ac,jp

1973年京都大学農学部食品王学科卒業

農学博士(京都大学、円83年3月)

1973年~1996年日本たぱこ産業株式会社(入社時は日本専売公社)

葉たぱこ香喫味成分の微量化学分析・構造決定・合成に関する研究、研究管理、

新規事業のための調査研究、特許の情報管理およぴ出願、喫煙と健康に関する

科学情報の管理業務に従事。

情報をめぐるさまざまな考え方の中で、情報を人・1勿金につづく第4の資源とと
らえ、実体としての組織や社会における、有効な情報発信、情報受信、情報管理、

情報解析等、情報の価値に関する研究を行っている。

ヨシカズ

研究分野

主要業績

①「日本と北米における情報サービス産業の構造比較」単著、新潟国際情報
大学情報文化学音際己要、 V01.伯、 119-130、 2007.5

②「日本と北米における情報サーピス産業の構造比較(2)~新潟における情
報サービス産業関連企業に対する調査報告書」単著、新潟国際情報大学、
2007.4

③「日本と北米における情報サーピス産業の構造比較~カナダ・アルバータ州
立大学Extension学部において倫理委員会の承認を受け実施したアルバータ

州エドモントンにおける情報サービス産業関連企業に対する調査報告書」単

著、棄斤潟国際情報大学、 2006.9

④件既説盾報論~情報とは何か~第12回~第1回」単著、 2003.10~2002.12

知のVvebマガジンen、(1の 2003~(12) 2002、

(h杜P://WWVV.shiojigyo.com/en/backnumber/0310/main3,cfm ~

hせP:がVVWVV.shiojigyo,com/en/backnumber/021νmain3.cfm)
⑤「商用データベースおよぴ検索エンジンを使用した情報りテラシー教育とし

ての盾報検索」単著、 2002.3

新潟国際情報大学情報文化学部紀要、 V01.5、2002

⑥印寺系列データによる疾患と食品摂取量の関連の解析」単著、1999.3.19

棄吊易国際情報大学情報文化学部紀要、 V01.2、205、 1999

⑦「情報資源としてのインターネット」単著、円97.10.14

第34回情報科学技術研究集会発表論文集、163、1998

⑧「インターネットによる情ま尉貪索」共著、円96.10.22

第33回情報科学技術研究集会発表論文集、 53、1997

⑨「インターネットにおける盾報検索」(情報管理V01.38、 NO.10Jan.1996)
⑩「水府葉たぱこの香気成分に関する研究」(京都大学農学部博士論文1982)

その他の文献(h杜P://WWVV.nuis.ac.jPオtakagi/を参照)
情報システム学会

Ξ田図書館情報学会

情報処理学会

日本栄養・食糧学会

日本分類学会

唄オ)バテルメモリアル研究所客員研究員(栂87)

情報処理学会情報システムと社会環境研究会運営委員(2001.4~2005.3)

情報システム学会理事(2005.4~)

アルバータψ卜1立大学 Visiting professor (2005.4 ~ 2005.9)

所属学会

そ の 他
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タケナミ

竹並輝之 TAKENAMITeruyuki

男

1941年1月29日生

教授 a994年4月)

E・mail: takenami@nuis.ac.jp

1963年慶應義塾大学工学部管理工学科卒業

円65年慶應義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻修士課程修了

工学修士(慶應義塾大学、円65年3月)

19鉐年(キ知東芝入社。情報システムの開発、プロジェクト管理、セールスサボー
ト等に従事、流通・金融システム事業部システム部長、情報処理・制御システム

本部システム担当技師長を歴任し、1994年退職。

ビジネス情報システムを開発するための、システム分析、設計、開発方法及ぴ
システム開発プロジェクトの管理方法、情報システムの評価方法の研究を通して、

良い情報システムとはどのようなものか、使いやすく、役に立つ情報システムは

どのように設計すれぱ良いかを追究する。また、来たるべきネットワーク社会に

対応した企業組織の変化、その中における管理者の役割と行動の変化について

研究する。

テルユキ

研究分野

主要業績

①『多変量解析の基礎』(共訳)サイエンス社 a972)

②『情報システムハンドブック』(共編)培風館(栂89)

③『応用システム開発の重点"覇揃(共著)アイテック a995)

④叶青報システム基礎』(共著)オーム社(2006)

論文

①「ソフトウェアの標準化」(共著) NTIS (1979)

②「産業界が期待する情報システム技術者教育について」私学公論(19剖)
③「UNIXベースのクライアント/サーバ大規模ピジネスシステムの構築」

情報処理学会(共著)(1993)

④畔吊易国際情報大学における情報システム教育の現状と課題」(共著)情報
処理学会情報システムと社会環境シンポジウム(20釧)

⑤「多人数授業におけるピジネスゲーム型教育の試行」新潟国際情報大学情報
文化学部紀要(2007)

情報処理学会

Ξ田図書館情報学会

情報システム学会

所属学会
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ツキギ

校見木公一 TSUKIGIKouichi

男

1946年相月9日生

教授(円96年4月)・情報文化学部長

E・mail: tsukigi@nuis.ac.jp

1971年東京大学王系大学院航空学修士課程修了

航空学修士(東京大学、円71年3月)

1993年~円96年唄お鉄道総合技術研究所S1事業推進部長

情報システム分析設計方法論。座席予約システムやTPモニタなどの応用研究と

実システムの開発経験を踏まえ、個人・企業・社会などの組織体と情報処理技

術が適切に役割分担あるいは相互補完して、融和一体化した情報システムを構

築するための方法論を追及する。特に、利用者の様々な立場を重視するデザイ

ンの枠組みや情報システムのモデル作りを進めている。

ヨウイチ

究分野

主要業績

①『情報システムの分析と設計』培風館(共訳)円95年

論文

①畔斤潟国際情報大学における情報システム教育の現状と課題」(共著)

情報処理学会情報システムと社会環境シンポジウム2001年

②防矢行者中心の旅行支援システムに関する一考察」新潟国際情報大学情報

文化学部紀要第8号2005年

③「文芸作品のWebユーザーピリティ向上のための情報デザイン」(共著)

新潟国際情報大学情報文化学部紀要第9号2006年

④「手のひらサイズの情報システム設計方法の一考案」新潟国際情報大学情

報文化学部紀要第10号2007年

フィールドワーク等

特許(円0546の指定券発行装置(共案)円釘年

特許(14"294)高速出札システム(共案)1988年

特許(1542849)端末ファイルの保守方式(共案)1990年

情報処理学会、人工知能学会、情報システム学会

学会活動:情報処理学会理事(1995.5~円97.5)

技術士(情報処理部門20500)

属学

の
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フジセ

藤瀬武彦 FUJISE Takehiko

男

円62年4月22日生

教授(2002年4月)

E・mail: fujise@nuis.ac.jp

円85年早稲田大学教育学部教育学科体育学専修卒業

円釘年東海大学大学院体育学研究科体育学専攻修士課程修了

円92年東海大学大学院医学研究科機能系専攻博士課程修了

体育学修士(東海大学、円釘年3月)

博士(医学)(東海大学、1992年9月)

円剖年4月~1994年3月東海大学体育学部非常勤講師

1994年4月~1998年3月新潟国際情報大学専任講師

円98年4月~新潟国際情報大学助教授

2002年4月~新潟国際情報大学教授

体育学(運動生理学、肥満学、トレーニング科学)

タケヒニ

研究分野

主要業績

①『筋力をつくるトンーニング』長澤純一編著「体力とはなにか」、 NAP、190

-206、 2007年

①藤瀬武彦・橋本麻里・長崎浩爾・高橋努「一般青年男女におけるベンチプレ

スの恨M相対重量での最高反復回数」トレーニング科学、第21巻第2号、

2009年(印刷中)

②藤瀬武彦・橋本麻里・長崎浩爾・岩垣丞恒・山村雅一「歩行トンーニング時

の高濃度酸素ガス吸入が皮下脂肪厚及ぴ体周囲に及ぽす効果」新潟体育学

研究、 V01.21、 35 ~ 45、 2003年

③藤瀬武彦「田本人及ぴ欧米人女子学生におけるポディイメージの比較」

体力科学、第52巻第4号、 421 ~432、 2003年

④藤瀬武彦・長崎浩爾「青年男女における隠れ肥満者の頻度と形態的及ぴ体

力的特徴」体力科学、第48巻第5号、 631 ~640、 1999年

⑤藤瀬武彦・杉山文宏・加藤健志・岩垣丞恒・山村雅一「持久的運動鍛練者

の全身持久力に及ぽす高酸素トレーニングの効果」トレーニング科学、第10

巻第2号、 87~96、円98年

⑥藤瀬武彦・杉山文宏・加藤健志・岩垣丞恒・松本正彦・山村雅一「漸増負荷

運動時の高濃度酸素吸入が持久的運動鍛練者の作業成績及ぴ生理的変量に

及ぽす効果」トレーニング科学、第9巻第2号、 31~38、円97年

⑦藤瀬武彦・他「一般青年男女における筋力評価尺度としてのバーベル挙上

能力測定の試み」体育学研究、第39巻第6号、 403~416、円95年

⑧ Fujise,T., Terao,T., and Nakano,S. rE什ects of endurance training under

hyperoxia on serum and tissue 11Pid levels in rats.J Tokai J. EXP. clin. Med.,
V01.17, NO.2,67 ~ 73,1992年

⑨藤瀬武彦・内山秀一・寺尾保・中野昭一「ラットの糖明旨質代謝に及ぽす

高濃度酸素環境下の持久的トレーニングの影響」体力科学、第40巻第2号、

208 ~ 218、 1991年

⑩藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾保・中野昭一殊豆時間最大運動時の酸素摂取

が作業成績に及ぽす影響」体育学研究、第35巻第2号、133~142,円90年

⑪藤瀬武彦・玉木哲朗・寺尾保・中野昭一「血中乳酸値およぴ酸素負債量による

無酸素的運動能力評価法の検討」体力科学、第38巻第3号、 85~94、1989年

日本体育学会・日本運動生理学会・日本体力医学会・田本肥満学会・日本トレーニ

ング科学会

新潟県パワーリフティング協会理事(1998年度~)・生涯健康開発特別委員会委

(日本パワーリフティング協会、 2006年~)
41
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ヤマグチ

山口直人 YAMAGUCHINaoto

男

円57年3月31日生

教授(2005年4月)

E・mail: yamaguti@nuis.ac.jp

1979年慶應義塾大学工学部管理工学科卒業

1996年東京工業大学大学院社会工学専攻博士課程修了

工学士慶応義塾大学円79年3月

1979年4月~1999年3月宇都宮市役所勤務

19釧年~1993年東京工業大学工学部非常勤講師

1996年~日本女子大学人間社会学部非常勤講師

2003年4月~2004年3月ニューイングランド大学客員教授

専門は、計画学、コンピュータによるデータ解析およぴ都市システム理論です

が、データ解析の純粋な理論を研究するのではなく、現実のデータを用いて

の実証研究です。長年、行政実務を行って来ましたが、都市計画という立場で、

都市や地域をデータによって解析するという仕事が中心でした。政策を立案し

て検討・協議することを科学的に行うために,都市システムモデルというものを

学ぴ、都市シミュレータを作成して来ましたが、当時はコンピュータ単体上で

単独で動かすものだったために、行政の現場に定着することは難しい状況でし

た。その後、その都市シミュレータを中心として、データベースやプレゼンテー

ションツールを統合し、さらにネットワークシステムとして、多くの人(担当者)

が使えるようにするための研究をして来ました。これからは、行政庁内のシス

テムから地域社会ヘも範囲を広げて、地域の人たちと接しながら、行政計画を

立案し策定するシステムを研究したいと考えています。

ナオト

研究分野

主要業績

①熊田、兼田、五十嵐、山口(1990) rGaming/simulation to create planning
Culture」 1SAGNNASAGA

②山口(円9D 「地方自治体における計画策定支援システムの整備方策」

日本都市情報学会

③山口(円引)仕也方都市における住民の居住環境評価の構造と空間分布」

日本地域学会

④山口、玉十嵐(1993)「計画策定支援型都市情報システムの核としての都

市システムモデルの開発に関する研究」日本都市情報学会

⑤山口(2000)「日本の地方自治体におけるGISの現状と整備要件」新潟

国際情報大学紀要第3号

⑥山口(2000)冊]丁目データによる人口移動分析」統計第51巻第2号

⑦山口(2001)け也方自治体ホームページと統計情報提供の現状」

統計第52巻第8号

⑧山口(2004)「GIS活用における小地域データ整備の現状と展望」統計第55

巻第8号

日本統計学会

日本地域学会

人文地理学会

日本都市計画学会

日本社会情報学会

地理情報システム学会

宇都宮地域情報化専門会議委員長2001年~

2001年~ 2002年棄吊易県IT&1TS推進協議会

地域情報化文化委員会電子自治体検討部会長

所属学会

そ の 他

42

論文

=

氏
性
生
職
連
学
学
職

+
ヤ

」
ゼ

d
 
1
、
-
J
、

位
歴



イシイ

石井忠夫 ISH11Tadao

男

1955年11月3日生

准教授(2001年4月)

E・mail:ishii@nuis.ac.jp

円80年山形大学工学部電子工学科卒業

2000年北陸先端科学技術大学院大学情報処理学専攻博士後期課程修了

工学修士(山形大学、1982年3月)

博士(情報科学北陸先端科学技術大学院大学、2000年3月)

1982年日立製作所入社、計測器事業部(旧、那珂工場)において、理化学

分析装置のコンピュータソフトウェア設計開発に従事。主に、蛍光/分光光度計、

液体クロマト分析装置等の製品を担当し、1989年に同社の技師、1994年に退社。

2000年北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科教務補佐員。

1)ヲ畔票準論理,特にnon・FregeanlogiCの体系の研究
2)構成的型理論に基づいたソフトウエア発展機構の研究

論文

①「propositional calculus with iden世y」,BU11etin of the section of Logic,
Universlty of Lodz, V01.27, Nr.3,1998, PP.96-104.

②「A note on varieties of pcl・algebraS Ⅷth EDPC」,BU11etln ofthe section of

Logic, university of Lodz, V01.28, Nr.2,1999, PP.75-81.

③「propositional calculus with identity」, proceedings of the 31St MLG
meeting at Miho, shimizu, November 24-26, Japan 1997, PP.22-24

④「Moda批y,implication and idenⅢy」, XL> History of Logic conference,
October 26-27, Jagie110nian university, Krakovv, poland 1999

⑤「An Extension of Martin・Lof'S Type Theory vvith an Evolution

Relationj , proceeding 0什he 34th MLG meeting at Echigo・Yuzavva, JanuaⅣ

9-12, Japan 2001, PP.33-37.

⑥「A formaltheory ofthe calculus of indication」, BU11etin of NUIS,V01.9,2006.
⑦「ソフトウェア仕様の差分について」, BU11etin of NUIS,>01.10,2007.

⑧「ソフトウェア仕様とプログラムの導出」, BU11etinofNUICV01.12,2009

日本数学会

日本ソフトウエア科学会

情報処理学会

情報システム学会

タダオ

位

歴

研究分野

主要業績

所属学会
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イシカワ

石川洋 ISH1トくAVVA Hlroshi

男

1963年6月24日生

准教授(2008年4月)

E・mail:ishihiro@nuis.ac.jp

円86年静岡大学理学部数学科卒業

1989年金沢大学大学院理学研究科修了

1998年北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修ア

博士(情報科学北陸先端科学技術大学院大学,1998年3月)

1989年4月株式会社CSK総合研究所入社,エキスパートシステム開発に従事

円92年9月株式会社CSKヘ転籍.同年12月退社

相98年4月福山大学王学部情報処理王学科助手

2004年4月同専任講師

2007年4月福山大学人闇文化学部メディア情報文化学科専任講師(配置換え)

①並行自己反映計算の宣言的記述に関する研究

②形式仕様言語による記述の自動検証に関する研究

ヒロシ

研究分野

主要業績

① An Example for concurrent Reflective computations in Rewriting Logic,

First lFlp vvorkshop on Formal Methods for open object・based Dlstributed

Systems, PP.178-185 (1996)
② on the semantlcs of GAEA, proceedings of FLOP, PP.桧3-142 (1998)

③ An operational semantics of GAEA in cafeoBJ, proceedings of oBJ/

CafeoBJ/Maude workshop at FM' 99, PP.213-225 (1999)
④Z仕様から代数仕様ヘの自動変換に関する考察,第20回ソフトウエアシンポ

ジウム論文集, PP.31-38 (200の

⑤ A proposal on a Model of an Autonomous Agent using the Meta・Level

Architecture, proceedings of KIMAS 2003, PP.83-87 (2003)
⑥ A specification construction unit・based editor for z, proceedings of 29th

COMPSAc workshops and Fast Abstract, PP.5-6 (2005)
⑦ on a GUI・based editor for z speclfications and its Applications,

Proceedings of sERP' 06, volume 11, PP.636-642 (2006)
⑧ An object・oriented Design for origami ActiV川es in uML, proceedings of

ITC・CSCC 2007, volume l, PP.33-34 (2007)
田本ソフトウェア科学会,情報処理学会,電子情報通信学会,人工知能学会,日

本数式処理学会, ACM,旧EE

論文

所属学会
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オオノ

大野富彦 OHNO Tomihiko

男

1969年4月円日生

准教授(2008年9月)

E・ma11: ohno@nuis.ac.jp

19船年明治大学法学部法律学科卒業

2001年産能大学大学院経営情報学研究科(MBA課程)修了

2008年中央大学大学院総合政策研究科総合政策専攻博士後期課程修了

博士嫌怠合政策、中央大学、 2008年3月)

円93年4月~19的年9月株式会社富士総合研究所

2001年3月~2008年9月株式会社ピー・りンク

2005年4月~2009年3月千葉商科大学商経学部非常勤講師

2006年4月~2008年3月嘉悦大学経営経済学部非常勤講師
中央大学政策文化総合研究所客員研究員2009年4月~

経営戦略論、組織の経済学、オーストリア学派経済学の知見をもとにして以下

の研究を進めている。

①企業家を中心に据えた企業の成長に関する研究

②企業組織における知識(特に顧客の声)の獲得・蓄積・活用に関する研究

トミヒコ

研究分野

主要業績

①『インターネット時代のWeb営業戦略』(共著),明日香出版社,2000年
②『図解でよくわかるIT用語とそのしくみ』,アスカ・エフ・プロダクツ,2000年
③『「MBA感覚(センス)」で行動する技袮". PHP研究所,2004年
論文

①「顧客関係の新展開一資源としての顧客に着目した戦略に関する研究一」
『経営情報学会誌』,第巧巻[第3号],即.25-35,2006年

②「ペンローズの企業成長理論の発展的検討一顧客活用の意義についてー」
『中央大学大学院研究年報総合政策研究科篇』,第10号,即.113・桧7,2007年

③「資源としての顧客に着目した企業成長に関する研究一企業家の知識の成長
と組織問題一」,中央大学大学院総合政策研究科博士論文,2008年

経営情報学会、日本経営学会、組織学会、国際戦略経営研究学会
中小企業診断士(円98年4月~)

社団法人私立大学情報教育協会経営学教育FD/1T活用研究委員会委員(2008年
12月~)
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小野陽子 ONO Yoko

女

准教授(2009年4月)

E・mail: onoyk@nuis.ac.jp

1996年東京理科大学工学部経営王学科卒業

円98年東京理科大学大学院工学研究科修士課程経営工学専攻修了

20側年東京理科大学大学院工学研究科博士課程経営工学専攻修了

博士(工学)、(東京理科大学、 2001年3月)

2001年4月~2004年3月東京理科大学助手

2004年4月~2005年3月島根県立大学講師

計算機統計学、代数の形式化と計算機上での自動証明システム構築

ヨウコ

研究分野

主要業績

① Comparison a human proof with a proofin lsabe11e,ono,Y and Kobayashi,

H, proc 0什he 2nd vvorkshop on programming Languages for Mechanized

Mathematicssystems,(2008) 29-40.

② on comparison of p・values for contingency Tables betvveen MCMc and

Direct sampling, BU11etin ofthe 56rd session of the lnternational Sねtistical

Institute (2007)

③ Continnous Bootstrapping NiKi, N. and ono, Y., proc.in cornputational

Statisttics, phyics・>erlag,1075-1078 (2006)
④ Formalization of Hensel'S Lemma, Kobayashl, H., suzuki,H.and ono,Y.,

Theorem proving in higher order Logics, oxford university computing

Laboratory programming Research Group Research Report pRG・

RR・05-02 (2005)卞14-127

⑤ Random generation of 2×・・'× 2X J contingency tables,Matsui T., Matsui
Y.and ono,Υ, Theoretical computer science 326 (2004) 1'17-135

⑥ on computer Edication in Japan,ono,Y.and Asahi, Y., proceedings 0什he
International confernce the Humanistic Renaissance in Mathematics

Education (2002) 285-287.

⑦ Symbolic Algorithms for obtaining Moments and "Moments of Moments"of
Bootstrap Distributions,ono, Y.and Niki, N., Journal of Japan society for

Symbolic and Algebraic computation, V01.8, NO.2 (2001) 37-48
⑧ Random Generation of Bm x contingency Tables,Matsui,T.,Matsui,Y.and

Ono,Y.,proceedings of the lnternational conference on statistics,

Combinatorlcs and Related Areas (2001)

⑨ Product Moments of Nested Bootstrap Distributions,ono,Y.and Niki,N.
BU11etin ofthe 53rd session ofthe lnternational statistica11nS世Ute (2001)

訳本

①「応用Mathematica」(2004年9月、新紀元社)

日本統計学会、日本計算機統計学会、田本数学会所属学会
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コミヤマ

小宮山 KOMIYAMA satoshi

男

1969年5月3日生

准教授(2004年4月)

E・mail: komiyama@nuis.ac.jp

円94年中央大学文学部社会学科卒業

円96年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士前期課程修了

円99年中央大学大学院文学研究科社会学専攻博士後期課程中退

社会学修士(中央大学、相96年3月)

円99年中央大学文学部社会学科非常勤講師

2007年度より文部科学省の科学研究費補助金の交付をうけ「職業における"楽

しみ"の階層研究」を行っております。どのような仕事もつらい面、楽しい面が

ありますが、楽しい面が一部の人々に偏りがちになっているのではないか、楽し

い面を多くの人々に配分するためにはどのようにしたら良いか、研究しておりま

す。統計的な質問紙調査、少数事例の聞き取り調査などを組み合わせ、取り組

んでおります。その他、以下の主要文献のようなテーマを扱っております。

サトシ

智志

47

研究

主要業績

①「モータリゼーションが発達した地方都市における消費者の店舗選択要因の

解明」俳斤潟国際情報大学情報文化学部紀要第11号即.31-392008年)

②「ヨンピュータ活用の差異力乍・Leamingの評価に及ぽす影響」(辛吊易国際情
報大学情報文化学部紀要第相号即.99-1062007年)

③邦皆層線形モデルによる"地域不公平感"の分析」俳吊掃国際情報大学情報

文化学部紀要第6号即.161-1782004年)

④「perception of "e什ort,""Ability," and "Equal opportunity" in 」apanese
Societyj (M.Mlyano (ed.) Japanese perception of social Justice:HOW DO

They figure out vvhat ought to Be,Minsitry of Education,sports and culture
Grant・in・Aid for scientific Research (B) Report,09410050,200O PP.87-10の

⑤「Ξ条・燕市製造業者間のデジタルデバイド」俳斤潟国際情報大学情報文化

学部紀要第6号PP.103-121 2003年)
⑥「不公平感の地域格差におけるマルチレベル分析の応用」絲己要中央大学

文学音酔士会学科第相号即.199-213 2000年)
⑦「消費税,斤得税に関する世論についての試論的研究」(社会科学研究所年

報第3号 PP.67ーフ9円99年)
⑧「日本の公正地図」(宮野勝畔刷『公平感と社会階層』科研報告書

即.195-214 1998年)
⑨畔斤聞における公正」(宮野勝[1刷『日本人の公正観』中央大学社会科学

研究所報告書第17号即.193-202 相96年)
⑩「公正観の深層理解潤由面接データの分析」(宮野勝[編]『社会的公正の

研究:理論実Ξ正応用』科研報告書即.巧4・恰5円96年)
数理社会学会

日本社会学会

関東社会学会

日本行動計量学会

所属学会

氏
性
生
職
連
学

=

位
歴
野分

学
職

文論



管

ササキ

佐々木桐子 SASAKIToko

女

1972年2月22日生

准教授(2008年4月)

E・mail: tohko@nuis.ac.jp

円94年東洋大学経営学部経営学科卒業

円96年東洋大学大学院経営学研究科経営学専攻修士課程修了

1996年4月~1998年3月名古屋大学大学院経済学研究科大学院研究生

20側年名古屋大学大学院人間情報学研究科博士後期課程満期退学

経営学修士(東洋大学、円96年3月)

2005年~新潟大学経済学部非常勤講師

より大規模かつ複雑化する生産・ロジスティクスシステムを対象とし、シミユレー

ション技術を応用した詳細かつ柔軟なモデル構築およぴ解析を行っている。構築

したモデルに、既存企業の"as・is","to・be"の生産・ロジスティクスシステムに

関するデータを入力し、より詳細な比較・検討を行う。

また、動機付け教育を目的として、シミュレーシヨン技術を活用したe・Leamingコ

ンテンツの開発およぴ運用を進めている。

トウコ

究分野

主要業績

①「ロジスティクスにおけるりエンジニアリング」『東洋大学大学院紀要』第32
集, PP.1'11-137,1995

②陌Ξ車・費用を老慮したロジスティクスシミュレーシヨンのモデル化と解析」
『オフィス・オートメーシヨン』 V01.18, NO.4-2, PP.99-102,1997

③「生産・物流システムシミュレーションのモデル化と解析」『オフィス・オー

トメーシヨン』>01.18, NO.4-2, PP.133-136,1998

④「ロジスティクスシステムのシミュレーシヨンモデリングと解析」『オフィス
オートメーシヨン』>01.20, N03, PP.76-82,2000

⑤"A Module・Based simulation Modeling and Managementfor supply chain

Systems on Daily commodities", studies in lnformatics and sciences,
NO.13, PP.81-89,2001

⑥「動機付け教育を目的としたe・Leami四コンテンツの開発」畔斤潟国際情報大
学情報文化学部紀要』第9号,即.131-138,2006

⑦「高等学校における教科「情報」に関する実態調査およぴ大学入学時の情報リ
テラシー能力の変化」『オフィス・オートメーシヨン』>0127,N02,PP.69-75,2006

⑧「シミュレーション演習におけるe・Learningおよぴ協調学習の適用」畔吊易
国際情報大学情報文化学部紀要』第10号,即.107・卞12,2007

日本情報経営学会(旧オフィス・オートメーシヨン学会)

日本経営システム学会

情報システム学会

社団法人私立大学情報教育協会経営工学教育IT活用研究委員会委員(2005.フ~)
新潟市個人情報保護審議会委員(2007.4~)

所属学会

そ の 他
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ニノセ

二瀬由理 NINOSE Yuri

女

1969年9月円日生

准教授(2009年4月)

E・mail: nino@nuis.ac.jp

九州大学文学部哲学科心理学専攻卒業

九州大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了

博士(文学)(九州大学、1999年3月)

円98年~2000年日本学術振興会特別研究員①C2:九州大学)

2000年~2002年日本学術振興会特別研究員(PD:東北大学)

2001年~2002年東北福祉大学兼任講師

2002年~2007年福岡大学王学部電子情報王学科助手

2003年~2007年福岡大学付属看護専門学校非常勤講師兼任

2003年~現在九州大学文学部非常勤講師兼任

2005年~2009年九州産業大学国際文化学部非常勤講師兼任

2007年~2009年福岡大学工学部電子情報工学科助教

認知心理学、実験心理学

ユリ

研究分野

主要業績

①持続的注視による漢字認知の遅延ーゲシユタルト崩壊現隷の分析

(共著)円96年8月心任里学研究,67巻, P227-231

②パターン認知に及ぽす持続的注視の影響(共著)円町年7月>ision,9巻,

閉63-171

③持続的注視が漢字認知におよぽす影響とその方位依存性(共著)円98年3

月基礎心理学研究,16巻, P69-75

④両亘分離聴法による空主語判定プロセスの分析(2)一語順の効果一(共著)

1998年3月認知科学,5巻, P82-88

⑤映像認知における文字情報と音声情報の統合一人物評価値を指標としてー

(共著) 2000年11月信学技法 HIP2000-43, P63-66

⑥ E什ects of short and pr010nged vievving of adaptation patterns on the

recognition of compound le廿er pa廿erns.(共者) 2002年3月 Tohoku
Psych010gica Folia,59, P60-66

⑦持続的注視による漢字認知の遅延とその生起要因の分析(共著)2002年8

月心理学研究,73巻, P264-269

⑧ The e仟ect of pr010nged vievving on the recognition of global and loca11evels of

hierarchica11y constructed pa廿erns.(共者) 2003年3月Acta psych010gica,112.
P233-242

⑨コンピュータによるウソの自動判別(単著)2007年8月現代のエスプリー

嘘の臨床・嘘の現場一,第481号, m97-205,至文堂

所属学会

49

①新・心理学の基礎知識倖丸筆分担)2005年1月第5章記憶・認知の一部

担当有斐閣ブックス

田本心理学会、日本認知心理学会、日本基礎心理学会、九艸1心理学会、東北

心理学会、日本認知科学会
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吉田博 YOSHIDA Hiroshi

男

円43年3月8日生

准教授(2006年4月)

E・mail: hyoshida@nuis.ac.jp

1966年東京工業大学理工学部経営王学科卒業

工学士(東京王業大学円66年3月)

1966年~ 1972年Ξ共株式会社

1972年~19釘年住友ピジネスコンサルティング株式会社(現日本総合研究所)

マーケティング事業部長

円87年~ 2006年エムアイシー(Marketing lnnovation consulting)代表
2005年~2006年日本福祉大学情報社会科学部非常勤講師

①地域・地場産業の振興と産官学の連携け也域ブランド戦略、製品企画・情報

発信・販売の展開)

②非営利組織(行政、福祉、 NP0等)のマーケティング

③起業・ベンチャーピジネス

ヒロシ

研究分野

主要業績

①除交込み思考の技術」(共著 a985年、経済界)

②社也域とマーケティング」(共習(1992年、国元書房)

③「仲問と暮らす家づくり」(共習(1994年、田経BPセンター)
論文

①「地域活性化に向けてのベンチャー起業の育成・支援」

a997年総合研究開発機構 N旧A政策研究円97VOLI0)

②け也域ブランドと地域活性化一盛岡ブランドの展開一」

(2007年5月新潟国際情報大学情報文化学部紀要第10号)

③畔斤潟市らしい地産地消の推進に向けて」(2008年3月新潟市大学連携事

業吐也産地消のための調査及ぴ検証D

日本NP0学会

日本中小企業学会

Ξ条市優しい「まちなか」創造協議会(会長)

東京都墨田区商工業アドバイザー

東京都荒川区異業種交流アドバイザー

東京都台東区「台東区産業振興ピジョン策定委員会」(産業部会昌

岩手県盛岡地域地場産業振興センター専門委員

独立法人中小企業基盤整備機構「地域ブランドアドバイザー」(岩手県盛岡プ
ランド)

東京都「東京都老人総合研究所中期経営計画検討委員会」(委員)

東京都町田市社会福祉協議会「財源確保研究会」(座長)

東京都港区「福祉施設事業者候補選定委員会」(委員長)

東京都港区「指定管理者候補選定委員会」(委員)

国土庁ネオふるさと創造プログラム「人間村宝」企画俳斤潟県大島村にて実力甸

所属学会

そ の 他
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大山毅 OHYAMATakeshi

男

1940年3月2日生

講師(1994年4月)

E・mail: ohyama@nuis.ac.jp

相64年神奈川大学工学部応用化学科卒業

学士(王学、円64年3月)

1964年4月~円66年2月川口化学工業株式会社

1966年4月~円94年3月慶應義塾大学理工学部

人間工学の立場から人間の特性およぴその測定方法について研究しています。

また、職場や家庭など生活のあらゆる場面において、人間が「快適」であるた

めの条件を探り、「快適」であることを実現することをめざしています。

論文

①「四日市コンピナートの事故におけるヒューマンエラーの分析」(共著)

(1990.12.12, Technical Report NO.90003, Department of Administration

Engineering Faculty of sclence and Techn010gy Keio university)
②「超音波探傷における作業姿勢の影響」(共著)(田本設備管理学会誌V01.5

NO.1,8-15,1993)

③「手動制御系における予測情報の効果」(人問工学V01.29NO.5,313・

319,1993)

④「ヨンピナートにおけるヒューマンエラーの相関分析」(1993.4.2, Technical

Report NO.93004, Department of Administration Engineering Faculty of

Science and Techn010gy Keio university)
⑤「反応時間に関する一研究」(1993.5.相,TechnicalReport NO.93009,

Department of Administration Engineering Faculty of science and

Techn010gy Keio university)
日本人問1学会

バイオメカニズム学会

日本人間工学会評議員

タケシ

研究分野

主要業績

所属学会

そ の 他
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カワハラ

可原ネ瞰子卜くAVVAHARA Kazuyoshi
男

円69年9月8日生

講師 a999年4月)

E・mail: kavvahara@nuis.ac.jp

円船年信州大学工学部情報工学科卒業

円鮖年信州大学大学院工学系研究科博士前期課程情報王学専攻修了

円98年信州大学大学院工学系研究科博士後期課程システム開発工学専攻修了

博士(工学)(信州大学、1998年3月)

円98年4月~1999年3月岐阜大学バーチャルシステム・ラボラトリー非常勤研
ワ、コ^
プ刀上ヨ

画像処理に関する研究。ファジイ理論の画像処理ヘの応用、コンピユータピジヨ

ン(ロボット)、 3次元画像処理。

論文

①「FINITE TOPOLOGY BASED ON FUZZY TEMPLATES AND ITS

APPLICATIONSJ (共著)、 1994年11月、 proc.ofthe lst MAGN日OELEC・

TRONlcs lnternational symposium、 PP.461-464

②Πmage processing with Fuzzy set The0Ⅳ」(共著)、円95年12月 Second
Asian conference on computervision (ACCV'95)、 V01.1、 PP.494-498

③「ファジイ理論を用いた画像処理」(共著)、相97年1月、電子情報通信学会

論文誌 D・Ⅱ、 V01.J80・D・Ⅱ、 NO.1、 PP.166-174

④Πmage processing using Mathematlcal Morph010gy and TOP010gy Ⅷth

Fuzzy seu (共者)、 1997年12月、 proc.of lnternational symposium on

Nonlinear 丁heory and lts Applications (NOL丁A'97)、 V01.2、 PP.1013-1側 6
⑤「Fuzzy lmage processing with TOP010gical The0Ⅳ」(共著)、 1997年12月

Proc.of 旧EE TENCON97 (旧EE Region lo Annual con什erence) speech
and lmage Techn010gies for computing and Telecommunications、>01.1

PP.333-334

⑥「Edge Analysis of DigitalMammogram」(共著)、円99年相月、 proc.of 2nd
MAGNEro・ELECTRONlcs lnternationalsymposium、 PP339-342

⑦「ファジイ理論を用いた画像の特徴抽出」(単著)、 2005年3月、新潟国際情

報大学情報文化学部紀要第8号、叩.169-178
電子情報通信学会

情報処理学会

医用画像学会

工電

カズヨシ

研究分野

主要業績

所属学会
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中田豊久 NAIくADA Toyohisa
男

円70年れ月5日生

講師(2008年4月)

E・mail: nakada@nuis.ac.jp

円93年東京工科大学機械制御工学科卒業

2006年北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科博士後期課程修了

博士(知識科学)剣部埀先端科学技術大学院大学、 2006年3月)

円93年 NECロボットエンジニアリング株式会社

円96年株式会社日本総研テクノス

円97年株式会社ソリトンシステムズ

2003年株式会社本田技術研究所

2006年北陸先端科学技術大学院大学産学官連携研究員

①ユビキタスヨンピューティングに関する研究

②社会的ネットワーク分析の応用研究

トヨヒサ

研究分野

主要業績

①中田豊久,加藤義彦,國藤進,"友人ネットワークの状態遷移図による分析",

情報処理学会論文誌数理モデル化と応用, V01.2 NO.1PP・釘・97,(2009)
②中田豊久,金井秀明,國藤進:「スポットライトを用いた屋内での捜し物発見支

援システム」,情報処理学会論文誌, V01.48 NO.桧, PP.3962-3976 (2007)

③ Toyohisa Nakada, Yoshihiko Kato, and susumu KunifUル「A study on the
Dynamics of Friendship Netvvork Formation using a Directed Netvvork
Modelj , The 2nd lnternational conference on Knowledge,1nformation and

Creativity support systems (KICSS 2007), PP.72-79 (2007)
④中田豊久,伊藤日出男,國藤進:「ベイジアンネットワークを用いた画像解析に

よる同期信号の判別」,日本知能情報ファジイ学会論文誌,>0Π9 NO.5,

PP.488-498 (2007)
⑤中田豊久,加藤義彦,國藤進:「友人関係ネットワークの成長過程1こついての分

析」,日本ソフトウェア科学会ネットワークが創発する知能研究会 JVVEIN07

情報処理学会数理モデル化と問題解決研究会第13回MPSシンポジウム合

同ワークショップ, PP.24-31 (2007)

⑥ Toyohisa Nakada, Hldeaki Kanai, and susumu Kunifu『 rDynamic Book
Recommendation Modelfor Real Bookstoresj ,1n Adjunct proceedings of

The 5th lnternational conference on pervasive computing (pervasive

2007), PP.53-56 (2007)
⑦中田豊久,金井秀明,國藤進:「実世界での利用を考慮した図書推薦モデルの

提案と評価」,情報処理学会論文誌, V01.48 NO.1,即.148-162(2007)

⑧中田豊久,國藤進:「個人ホームページからのサブグループ発見手法の提案」,

日本創造学会論文誌, V01.9,叩.42-59(2005)

⑨ Toyohisa Nakada, Hideaki Kanai, and susumu Kunifur rA support system
for Finding Lost objects uslng spotlighu ,7th lnternational conference on
Human cornputer lnteraction wlth Mobile Devices and seⅣices (MobileHCI
2005), PP.321-322 (2005)

⑩ Toyohisa Nakada and susumu Kunifuji: rsubgroup Discovery among
Personal Homepagesj , The 6th lnternational conference on Discovery

Science ①S 2003), LNCS 2843, PP.385-392 (2003)
情報処理字会電子情報通信学会人工知能学会日本創造学会
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山下功 YAMASHITA lsao

男

円72年12月14日生

講師(2007年9月)

E・mail:iyamashi@nuis.ac.jp

1996年3月横浜国立大学経営学部会計・情報学科卒業

円98年3月横浜国立大学大学院経営学研究科修士課程修7

修士嫌呈営学)(1肯兵国立大学,1998年3月)

円98年3月~2003年4月ミツミ電機株式会社経理部

複数企業間での連携における戦略的原価管理の研究

絡方法

歴

イサオ

54

①「企業間連携における原価管理組立型総合電子部品メーカーの事例研究」,

唄オ務管理研究』,第怡号(2005年12月),即.101・卞10
②「企業間原価管理の事例研究組立型総合電子部品メーカーの事例」,件肯兵

国際社会科学研究』,第9巻第6号(2005年2月),即.95・卞12
③『電力事業における原価管理』,横浜国立大学大学院経営学研究科修士論文,

1998年

日本原価計算研究学会

日本管理会計学会

日本財務管理学会

所属学会
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